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明
日
の
奈
良
市
の
た
め
に

明
日
の
奈
良
市
の
た
め
に
…

特
集
特
集

　
前
月
号
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

「
厳
し
い
奈
良
市
の
財
政
状
況
」
と

題
し
て
①
市
税
収
入
の
推
移
、
②
税

金
の
使
わ
れ
方
、
③
借
入
金
（
債

務
）
の
状
況
、
④
宅
地
造
成
会
計
と

土
地
開
発
公
社
に
関
す
る
外
部
監
査

人
の
報
告
な
ど
に
つ
い
て
掲
載
し
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
記
載
し
た
よ
う
に
、
市
の

支
出
の
多
く
が
義
務
的
な
経
費
に
使

わ
れ
て
お
り
、
多
額
の
借
入
金
を
抱

え
る
奈
良
市
の
財
政
状
況
を
改
善
し

て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
思
い
切
っ
た
改
革
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
①
補
助
金
、
②
市
の
各

種
施
設
、
③
社
会
保
障
関
連
経
費
の

現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
経
費
に
つ
い
て
も
、
市

民
の
皆
様
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
見

直
し
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
補
助
金
と
は
、
特
定
の
事
業
や
研
究
を
行
な
う
者
に
対
し
、
そ
の
事
業
や
研

究
が
公
益
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
そ
れ
ら
を
助
成
す
る
た
め
に
交
付
す

る
も
の
で
、
2
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
奈
良
市
で
は
毎
年
3
0
0
件

に
も
な
る
補
助
金
・
交
付
金
を
各
種
団
体
な
ど
に
支
出
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
形
態
と
し
て
は
、

①
団
体
運
営
費
補
助
金
（
各
種
団
体
の
管
理
運
営
費
に
対
す
る
補
助
金
）

②
ソ
フ
ト
事
業
費
補
助
金
（
各
種
団
体
が
行
う
事
業
に
対
す
る
補
助
金
）

③
建
設
費
補
助
金
（
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
行
う
施
設
の
建
設
に
対
す
る
補
助
金
）

④
外
郭
団
体
補
助
金
（
奈
良
市
が
出
資
す
る
財
団
法
人
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
）

⑤
水
道
事
業
会
計
補
助
金
（
布
目
ダ
ム
な
ど
の
建
設
に
伴
う
割
賦
負
担
金
の
元
利

補
　
給
な
ど
）

⑥
そ
の
他
の
補
助
金
（
利
子
補
給
金
、
個
人
へ
の
助
成
金
な
ど
）

⑦
交
付
金
（
団
体
に
対
し
市
の
事
務
を
委
託
し
て
い
る
場
合
に
事
務
処
理
の
報
償
的
意

　
味
合
い
で
支
出
す
る
も
の
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
表
1
｜
1
・
表
1
｜
2
で
ど
の
よ
う
な
目
的
に
、
ど
れ
だ
け
の
補
助
金
が
交

付
さ
れ
て
い
る
か
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

形態別補助金の内訳形態別補助金の内訳形態別補助金の内訳
表1-1

（平（平成16年度当初予算成16年度当初予算）

100,741千円100,741千円100,741千円261,643千円261,643千円261,643千円

4,358,349千円4,358,349千円4,358,349千円4,358,349千円4,358,349千円

交付金 団体運営費団体運営費団体運営費

団体運営費団体運営費

ソフト事業ソフト事業費

建設費建設費

外郭団体外郭団体

水道事業会計水道事業会計

その他の補助金その他の補助金

交付金

647,721千円
ソフト事業費

543,523千円
建設費

766,179千円
外郭団体

1,065,529千円
水道事業会計

973,013千円
その他の補助金

合計

形態別補助金の内訳



明日の奈良市のために…特集

 主な補助金・交付金表1-2 （平成16年度当初予算）

次
頁
へ
つ
づ
く

（単位：千円）

形　態　区　分

主な補助金・交付金の名称
金  額 件  数

団体運営費補助

奈良市国際交流協会補助金

秋篠音楽堂運営協議会事業補助金

奈良地区防犯協議会補助金

100,741

4,460

4,500

4,000

同和対策活動事業補助金

奈良市地区民生児童委員協議会活動補助金

奈良市遺族会補助金

5,000

8,800

4,100

奈良の鹿保護育成補助金

奈良市体育協会運営補助金

その他

12,000

4,000

53,881

112件

104件

建設費補助

救急医療施設施設整備費補助金

社会福祉施設等施設整備費補助金

介護老人保健施設整備費補助金

543,523

21,000

448,245

32,600

地域集会所建築費補助金

その他

39,712

1,966

10件

1件

6件

外郭団体補助

（財）奈良市駐車場公社借入金利子補給金

（財）ならまち振興財団事業補助金

なら100年会館事業補助金

766,179

15.775

9,020

10,000

（財）ならまち振興財団運営補助金

なら100年会館運営補助金

26,380

33,100

18件

ソフト事業費補助

オムニバスタウン整備事業補助金

公共交通移動円滑化事業補助金

福祉作業所運営補助金

647,721

5,000

9,832

141,527

軽費老人ホーム事務費補助金

母子家庭等自立支援給付金

精神障害者小規模作業所運営補助金

280,000

6,660

9,714

精神障害者小規模通所授産施設運営補助金

精神障害者グループホーム事業補助金

精神障害者ホームヘルプサービス事業補助金

44,000

18,850

20,068

144件

なら燈花会開催補助金

奈良市商店街振興会事業補助金

12,000

9,600

奈良商工会議所事業補助金

自然食普及推進事業補助金

鹿害防止対策事業補助金

8,300

4,170

�10,000

高等学校吹奏楽部海外派遣補助金

その他

5,000

63,000 129件

形　態　区　分

主な補助金・交付金の名称
金  額 件  数

（社）奈良市観光協会補助金

（財）奈良コンベンションビューロー事業補助金

奈良市シルバー人材センター運営補助金

100,741

87,900

奈良市社会福祉協議会補助金 157,800

27,939

13,810

（財）奈良市勤労者福祉サービスセンター運営補助金

（財）奈良市防災センター運営補助金

学校給食会運営補助金

53,000

17,300

36,300

（財）生涯学習財団運営補助金

（財）生涯学習財団事業補助金

その他

260,200

7.675

9,980 4件

交付金

財産区財産処分金交付金

各地区自治連合会交付金

各町自治会交付金

261.643

42,000

8,768

50,430

県政奈良配付交付金

市立病院創業費交付金

17,651

72,000

12件

10,140

11,760

42,240

6,654 4件

南部土地改良清美対策協議会運営交付金

中山間地域等直接支払交付金

政務調査費

その他

水道事業会計補助 1,065,529 1件

合 計 4,358,349 338件

その他の補助

職員福利厚生補助金

健康診査費補助金（人間ドック助成）

社会福祉施設整備資金利子補給金

973,013

63,245

43,504

27,466

奈良市万年青年クラブ等活動費補助金

民間保育所運営補助金

私立学校等定期健診実施補助金

29,576

418,662

4,473

同和地区中小企業資金融資利子補給金（県制度分）

奈良市産地づくり対策補助金

奈良市特定優良賃貸住宅供給促進事業補助金

8,200

6,400

4,323

41件

奈良市都市景観形成地区建造物保存整備費補助金

水洗便所設備費助成金

40,000

9,710

合併処理浄化槽設置整備助成金

私学振興費補助金

幼稚園就園奨励費補助金

53,690

46,300

�82,000

指定文化財補助金

その他

110,000

25,464 20件

3件

2件

4件



 施設の管理運営経費表2-1 （平成16年度当初予算）

明日の奈良市のために…特集

（単位：千円、人）

管理
運営経費 財団

職員
合計うち人件費

職員の内訳（平成16年4月1日現在）

施 設 名 委 託 先
使用料
収　入

平成15年度
 利用者数

　
奈
良
市
で
は
、
小
学
校
や
保
育
園
を
は

じ
め
各
種
の
文
化
施
設
や
体
育
施
設
な
ど
、

住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
皆
様
に
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
公
（
お
お
や
け
）

の
施
設
」
と
い
わ
れ
る
多
く
の
施
設
が
あ

り
ま
す
。

　
表
2
｜
1
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
う
ち

市
が
外
郭
団
体
な
ど
に
委
託
し
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
、
管
理
運
営
経
費
と
人
件
費

の
額
、
施
設
の
職
員
数
、
使
用
料
収
入
な

ど
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
ど
の
よ
う
な
施
設
に
ど
れ
だ
け
の
経
費

が
必
要
か
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設

の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

施
設
の
管
理
運
営
に
は
、

こ
れ
だ
け
の
経
費
が

か
か
り
ま
す

なら100年会館

西部会館市民ホール

市美術館

北部会館市民文化ホール

シルクロード博記念館

ならまちセンター（注1）

音声館

なら工藝館

ならまち振興館

名勝大乗院庭園文化館

ならまち格子の家

写真美術館

杉岡華邨書道美術館

鴻ノ池陸上競技場 等

中央武道場 等

青年の家交楽館

公民館（22館、分館28館）

マーチャントシードセンター

勤労者総合福祉センター

防災センター

総合福祉センター（注2）

老人福祉センター（3か所）

ならやま屋内温水プール

ボランティアセンター

母子福祉センター

なら奈良館

観光センター

　　　　　　　　合　　　　　計

奈良市文化振興センター 他

奈良市文化振興センター

奈良市文化振興センター

奈良市文化振興センター

奈良市文化振興センター

ならまち振興財団 他

ならまち振興財団

ならまち振興財団

ならまち振興財団

ならまち振興財団

ならまち振興財団

入江泰吉記念写真美術財団

杉岡華邨書道美術財団

奈良市スポーツ振興事業団

奈良市武道振興会

奈良市武道振興会

奈良市生涯学習財団 他

奈良市商業振興センター

奈良市勤労者福祉サービスセンター

奈良市防災センター

奈良市社会福祉協議会

奈良市社会福祉協議会

奈良市社会福祉協議会

奈良市社会福祉協議会

奈良市社会福祉協議会

奈良市観光協会

奈良市観光協会

536,037

69,100

81,293

45,000

4,811

124,825

97,027

50,412

47,082

25,678

3,580

135,420

36,900

446,600

69,700

14,600

746,165

83,100

50,220

75,313

313,177

203,845

43,300

19,061

13,954

46,066

44,358

3,426,624

112,327

20,544

36,531

13,700

0

27,872

71,974

30,181

33,502

16,963

0

78,287

18,900

235,119

51,400

8,800

438,935

45,327

21,326

41,795

227,289

107,200

17,825

14,979

9,299

12,457

34,331

1,726,863

69,000

15,600

6,900

6,800

0

23,400

3,546

688

0

530

0

28,400

2,300

105,669

5,293

1,168

1,342

5,602

14,787

0

1,720

3,300

12,968

0

0

4,510

0

313,523

193,606

45,547

57,908

平成16年7月開館

9,654

66,003

73,137

41,414

15,349

38,300

86,039

36,374

10,326

787,038

94,975

11,223

698,755

79,226

102,138

22.483

158.331

195,033

33,895

10,163

2,289

25,521

138,723

3,033,450

3

0

2

0

0

1

1

1

0

0

2

0

0

0

0

19

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

30

13

4

4

0

5

8

4

4

2

0

8

3

31

8

2

53

8

3

9

34

15

0

2

1

3

5

 229

7

0

1

0

1

2

1

1

1

0

4

1

9

2

1

21

0

2

0

24

4

1

2

1

0

2

88

23

4

7

0

6

11

6

6

3

0

14

4

40

10

3

93

8

5

9

58

19

1

4

2

4

7

347

 市
職員

嘱託
臨時

なら100年会館

（注1）図書館、連絡所は除く

（注2）みどりの家はり・きゅう治療所、みどりの家歯科診療所は除く



明日の奈良市のために…特集

次
頁
へ
つ
づ
く

 財団法人等一覧表2-2 （数字は平成16年4月1日現在）

名 　 称 設　立　目　的 設立年月日
  基 本 財 産
  又は資本金
（奈良市出資率）

  常勤役員数
（うち市退職者）

　
表
２
｜
２
は
、
奈
良
市
が
施
設
の
管
理

を
委
託
し
て
い
る
外
郭
団
体
な
ど
に
つ
い

て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
法
人
の
設
立
目
的
や
基
本
財

産
等
、
奈
良
市
の
出
資
割
合
な
ど
に
つ
い

て
見
て
い
た
だ
け
ま
す
。

財団法人
奈良市文化振興センター

財団法人
ならまち振興財団

財団法人
入江泰　記念写真美術財団

財団法人
杉岡華邨書道美術財団

財団法人
奈良市スポーツ振興事業団

財団法人
奈良市生涯学習財団

財団法人
奈良市商業振興センター

財団法人奈良市勤労者
福祉サービスセンター

財団法人
奈良市防災センター

財団法人
奈良市駐車場公社

奈良市市街地開発株式会社

社会福祉法人
奈良市社会福祉協議会

社団法人
奈良市観光協会

財団法人
奈良市武道振興会

10,000千円
（100％）

260,000千円
（100％）

200,000千円
  （100％）

100,000千円
  （100％）

10,000千円
  （100％）

50,000千円
  （100％）

100,000千円
   （50％）

100,000千円
  （100％）

100,000千円
  （100％）

20,000千円
  （100％）

300,000千円
  （100％）

3,000千円
　（0％）

5,000千円
　（0％）

3名
（1名）

1名
（1名）

1名
（1名）

0名
（0名）

1名
（１名）

1名
（0名）

1名
（1名）

1名
（1名）

1名
（1名）

1名
（1名）

1名
（1名）

1名
（1 名）

1名
（1名）

1名
（1名）

昭和63年
4月1日

平成4年
7月1日

平成3年
10月1日

平成11年
12月1日

昭和63年
4月1日

平成13年
3月1日

平成2年
12月1日

平成3年
2月1日

平成7年
7月1日

昭和63年
3月28日

昭和63年
5月31日

昭和27年
8月1日

昭和60年
11月11日

昭和50年
2月15日

奈良市の設置する文化施設の管理運営及び文化振興事業を行う
ことにより、市民文化の向上を図り、市民福祉の増進に寄与する。

「ならまち」において、地域文化の振興、活性化のための事業
及び文化施設の管理運営事業を行うことにより、ならまちの活
性を図り、市民文化の発展に寄与する。
故入江泰　氏の全作品寄贈を記念し、各種写真展及び講座の開
催等の文化事業並びに奈良市写真美術館の管理を行い、もって
市民文化振興に寄与する。

奈良市の体育施設の管理運営と各種体育・スポーツ教室事業な
どを行うことにより、市民の体育・スポーツの普及振興を図り、
明るく豊かな市民生活の形成に寄与する。
奈良市の設置する公民館の管理運営及び社会教育関係事業を行
うことにより、市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を
図り、市民の生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与する。
商業をはじめとする産業の振興と地域の活性化を図るため、奈
良市の商業振興施設の管理と産業振興の事業を行うことにより、
奈良市経済の発展に寄与する。
中小企業勤労者の福祉の増進を図るため、総合的な福祉事業を
実施するとともに、奈良市勤労者総合福祉センターの管理運営
を行い明るく活気に満ちた職場環境の形成を図る。

奈良市内における駐車場の管理運営を行うことにより、道路交
通の円滑化を図り、もって公衆の利便に資するとともに都市の
機能の維持及び増進に寄与する。
再開発事業により建築された施設の管理及び商業床の管理運営
と近鉄学園前駅南地区開発ビル管理組合の業務代行を実施し、
新しい都市拠点形成に寄与する。
奈良市における社会福祉事業その他の社会福祉を目的とする事
業の健全な発達及び社会福祉に関する活動の活性化により、地
域福祉の推進を図る。
奈良市における観光資源の保護開発、観光施設の整備改善など
に努めることで、観光事業の健全な育成を図り、産業経済の発
展と文化の交流、親善の増進に寄与する。

武道の振興を図り、あわせて青少年の育成指導を行い、もって
一般住民の福祉の向上に寄与する。

防災に関する知識及び技術の普及向上並びに、防災意識の高揚
を図り、もって地域社会の安全の確保に寄与する。

寄贈作品の公開展示及び書道文化講座の開催等の事業を行い、
書道芸術の発展と市民文化の振興に寄与する。また、奈良市杉
岡華邨書道美術館の管理運営を行う。

鴻ノ池運動公園



 主な社会保障関連事業表3-3 （平成16年度当初予算額）

明日の奈良市のために…特集

（単位：百万円）
事 業 名 内 　 容 対 象 者 な ど 予算額 平成15年度実績

　
表
3
｜
1
・
表
3
｜
2
は
、
平
成
12
年

度
か
ら
平
成
16
年
度
ま
で
の
当
初
予
算
に

お
け
る
社
会
保
障
関
連
経
費
の
推
移
を
表

と
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
平
成
12
年
度
で
は
1
8
9
億
円
で
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
16
年
度
で
は
2
4
9
億

円
と
60
億
円
（
約
30
％
）
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
般
会
計
総
額
に
占
め
る

割
合
も
16
・
1
％
か
ら
21
・
6
％
と
5
・

5
ポ
イ
ン
ト
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
雇
用
情
勢

の
悪
化
な
ど
に
よ
り
生
活
保
護
費
が
大
き

く
増
加
し
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
14
年
4
月
に
中
核
市
へ
移
行
し

た
こ
と
に
伴
っ
て
、
児
童
扶
養
手
当
支
給

の
事
務
が
県
か
ら
移
譲
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
母
子
福
祉
費
の
増
加
も
影
響
し
て
い

ま
す
。

　
表
3
｜
3
は
、
主
な
社
会
保
障
関
連
事

業
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
は
、
国
や
県
の
制
度

に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る
も
の
（
更
生

援
護
施
設
措
置
経
費
、
生
活
保
護
費
な

ど
）
と
、
そ
れ
ら
の
制
度
に
市
が
対
象
者

を
拡
大
す
る
な
ど
の
上
乗
せ
助
成
を
し
て

い
る
も
の
（
医
療
費
助
成
な
ど
）
、
そ
し

て
市
独
自
で
実
施
し
て
い
る
も
の
（
老
春

手
帳
優
遇
措
置
事
業
な
ど
）
が
あ
り
ま

す
。 増

加
す
る

社
会
保
障
関
連
経
費

（単位：千円）
項 目 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

心身障害者医療費助成経費 保険診療の自己負担分を助成

保険診療の自己負担分を助成

公立保育所の管理運営にかかる経費

民間保育所の入所児童の
保育にかかる経費

母子家庭に対し、手当を支給

保険診療の自己負担分を助成

1・2子目　 月 5,000円
3子目以降 月 10,000円を支給

ホームヘルパーを派遣し、介護や
家事など生活全般にわたって援助

65歳未満で身体障害者手帳1・2級
所持者又は療育手帳所持者

医療証交付者数
1,861人
利用者数
579人
平成16年3月末措置人数
136人
平成16年3月末措置人数
347人
優待乗車証交付者数
29,133人
入浴券交付者数
12,745人
映画券交付者数
11,995人
医療証交付者数
2,479人

医療証交付者数
6,718人

平成16年3月入所児童数
2,453人

平成16年3月入所児童数
2,607人

平成16年3月末保護世帯数
3,527所帯

受給者数
12,443人

受給者数2,786世帯
（H15.12.31現在）

394

348

393

967

460

179

49

234

2,144

1,500

3,507

1,396

244

9,800

満65歳以上70歳未満で市民税
所得割非課税世帯

小学校3年生以下の児童を
養育している人

死亡、離婚などにより父と別れて
生活している児童を養育している人
配偶者のない女子で、18歳未満の
児童を養育している人とその児童
世帯の収入が生活保護基準額を
下回る世帯

在宅で65歳未満の障がい者（児）で、
日常生活に支援が必要な人

身体障害者手帳所持者

療育手帳所持者

満70歳以上の人

満70歳以上の人

満70歳以上の人

就学前児童

就学前児童

施設への通所又は入所により、就労
や機能訓練などのサービスを提供
施設への通所又は入所により、就労
や機能訓練などのサービスを提供

生活困窮世帯に対し、自立するための
生活費などを支給

市内バス無料乗車
（自己負担金　年2,000円）
市内公衆浴場の無料入浴券を支給
（月15枚まで）
市内映画館の無料入場券を支給
（年20枚まで）

障がい者（児）ホームヘルプ
サービス事業経費

老春手帳優遇措置事業経費
（老春バス優待乗車委託）

（入浴扶助）

（映画扶助）

知的障害者更生援護施設措置経費

老人医療費助成経費

民間保育所措置経費

児童手当支給経費

保育所費

児童扶養手当支給経費

母子家庭医療費助成経費

生活保護費（扶助費）

身体障害者更生援護施設措置経費

3,522,588
2,310,413
4,087,620
3,507,209
1,688,000
9,800,000
24,915,830
115,300,000

21.6

2,815,945
2,797,288
2,689,030
3,604,221
185,891
6,819,430
18,911,805
117,600,000

16.1

3,177,785
3,243,645
3,322,560
3,666,286
206,577
7,357,500
20,974,353
113,800,000

18.4

3,704,637
2,391,158
3,372,193
3,798,481
627,243
8,000,000
21,893,712
105,900,000

20.7

4,090,807
2,010,195
3,437,229
3,581,724
1,536,353
8,700,000
23,356,308
107,900,000

21.6

 障害者福祉費 
 老人福祉費
 児童措置費
 保育所費
 母子福祉費
 生活保護費（扶助費）
　合　　計
一般会計予算額
一般会計予算額に
占める割合（%）

50

100

150

200

250

28

28

27

36
2

68

32

32

33

37
2

74

37

24

34

38

6

80

41

20

35

36

15

87

35

23

41

35

17

98

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

合計額（億円）　   189      　　210           219            234            249
一般会計予算額     1,176         1,138         1,059         1,079         1,153
一般会計予算に
占める割合（%）

0

 社会保障関連経費の推移表3-1 表3-2

障害者福祉費 老人福祉費 児童措置費

保育所費 母子福祉費 生活保護費（扶助費）

（当初予算）

（億円）

16.1　　     18.5            20.7           21.6           21.6



政策調整室　電話34-4601

  奈良しみんだより4月号
「特集」明日の奈良市のために…

次 回 予 告

●Eメール／seisaku01＠city.nara.nara.jp
●ファクシミリ／34-1212
●郵便／〒630-8580  二条大路南一丁目1-1
　　　　奈良市役所政策調整室

問い合わせ

明
日
の
奈
良
市
の
た
め
に

3

明日の奈良市のために…特集

　
こ
こ
ま
で
、
①
補
助
金
、
②
市
の
各
種

施
設
、
③
社
会
保
障
関
連
経
費
の
現
状
に

つ
い
て
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
実
施
し
て

き
た
も
の
で
す
が
、
社
会
情
勢
や
住
民
ニ

ー
ズ
の
変
化
に
伴
い
、
今
後
改
善
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
前
回
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

奈
良
市
の
財
政
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
財
政
構
造
を
改
革
し
、
健
全

な
財
政
を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、
こ
れ
ら

の
項
目
に
つ
い
て
見
直
し
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
補
助
金

制
度
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
補
助
の
必
要

性
、
補
助
の
期
間
、
事
業
費
に
対
す
る
補

助
割
合
な
ど
に
つ
い
て
新
た
な
補
助
金
規

程
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
補

助
金
の
執
行
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
各
種
施
設
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
施
設
の
管
理
運
営
を
市
の
外
郭
団

体
や
関
係
団
体
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
方
公
共
団
体
の
出
資
団
体

等
に
限
定
し
て
公
の
施
設
の
管
理
を
委
託

す
る
と
い
う
、
地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ

て
い
た
「
管
理
委
託
制
度
」
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
し
か
し
、
平
成
15
年
6
月
の
地
方
自
治

法
改
正
に
よ
り
「
指
定
管
理
者
制
度
」
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
株
式
会
社
な

ど
の
民
間
事
業
者
も
含
め
て
地
方
公
共
団

体
が
指
定
す
る
も
の
に
施
設
の
管
理
を
行

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
施
設
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
「
指

定
管
理
者
制
度
」
を
考
慮
し
つ
つ
、
施
設

の
業
務
内
容
と
職
員
数
、
類
似
施
設
の
状

況
、
運
営
経
費
に
対
す
る
使
用
料
収
入
の

割
合
（
受
益
者
負
担
の
適
正
化
）
、
利

用
者
数
の
状
況
な
ど
を
勘
案
し
、
施
設
の

み
な
ら
ず
財
団
の
統
廃
合
を
も
含
め
て
総

合
的
に
判
断
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
社
会
保
障
関
連
経
費
に
つ
き
ま
し
て

も
、
制
度
発
足
時
と
は
情
勢
が
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
今
で
は
市
民
の
皆
様
の
理
解

を
得
に
く
く
な
っ
た
も
の
や
、
近
隣
や
類

似
の
他
自
治
体
と
比
較
し
て
助
成
内
容
に

差
が
あ
る
も
の
な
ど
が
あ
り
、
奈
良
市
の

独
自
性
は
確
保
し
な
が
ら
も
、
受
益
者
負

担
の
適
正
化
も
含
め
て
、
制
度
の
あ
り
方

に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て

も
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

①ごみ処理事業
②観光客誘致事業
③公民館事業
④不登校等対策事業
今後も皆様からのご要望があれば、できるだけ市の
各種事案についてお知らせしていく予定です。

明日の奈良市のために
市民の皆様の声をお聞かせください。

今回は、補助金、市の各種施設、社会保障関連経費につい
てお知らせしました。しみんだより2月号で「厳しい奈良
市の財政状況」についてお知らせしたところ、市民の皆様
から多くのお問い合わせをいただきました。そこで次回は
「こんなことが知りたい 奈良市の行政」と題して、お問い
合わせのあった次の事案についてお知らせする予定です。



奈良しみんだより
平成17年（2005年）3月

8

奈良市合併記念式典の参加者を募集
奈良市・月ヶ瀬村・都祁村の合併を記念し、市民のみなさんとともに新しい門出を祝
うために開きます。

とき…４月１日貊午後１時～３時　蜷ところ…なら100年会館
大ホール（三条宮前町） 蜷内容…記念式典（手話、要約筆記あ
り）、合併記念コーラス、保育園児によるメッセージ、合併記念
ビデオの上映ほか　蜷定員…300人　蜷申し込み…往復はがきに
住所、氏名、電話番号を書いて、３月15日までに市役所合併対策
室（〒630-8580二条大路南一丁目１―１　蕁３４―４９２７）へ。
１枚に一人限り。多い場合は抽選。なお、正午から同館前で、３
市村の物産の展示販売を行うふれあい市場も開きます。

地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
4
月
1
日
に
奈
良
市
・
月
ヶ
瀬
村
・
都
祁
村
が
合
併
し
、

新
し
い
「
奈
良
市
」
が
誕
生
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
1
月
号
・
2
月
号
で
、
両

村
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
特
産
品
、
伝
統
行
事
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
代
表
的
な
公
共
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
月
ヶ
瀬
村
〉

◆
湖
畔
の
里
つ
き
が
せ

特
産
品
や
山
の
幸
を
直
売
す
る
ほ
か
、

地
元
料
理
が
味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
備

え
て
い
ま
す
。

◆
梅
の
里
ふ
れ
あ
い
館

特
産
物
の
直
売
を
は
じ
め
、
奈
良
晒
・

烏
梅
な
ど
郷
土
に
関
す
る
資
料
の
展
示
、

梅
の
品
種
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
ク
リ
エ
ー
ト
月
ヶ
瀬

月
ヶ
瀬
村
と
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で

い
る
大
阪
府
松
原
市
が
設
置
し
た
少
年
自

然
の
家
。
野
外
活
動
全
般
が
楽
し
め
る
宿

泊
研
修
施
設
で
す
。

〈
都
祁
村
〉

◆
道
の
駅
「
針
テ
ラ
ス
」

名
阪
国
道
と
国
道
369
号
線
が
交
差
す
る

針
イ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
施
設
。
500
台

を
収
容
で
き
る
駐
車
場
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン

や
特
産
品
販
売
、
温
泉
施
設
等
を
備
え
た

多
機
能
型
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
す
。

◆
都
祁
村
情
報
館

道
の
駅
「
針
テ
ラ
ス
」
に
あ
り
、
観
光

情
報
の
検
索
や
郷
土
の
歴
史
展
示
、
高
原

野
菜
を
販
売
す
る
「
つ
げ
の
畑
高
原
屋
」

等
が
あ
り
ま
す
。

◆
都
祁
村
交
流
セ
ン
タ
ー

情
報
ラ
ウ
ン
ジ
や
図
書
室
、
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
等
を
備
え
た
、
文
化
振
興
と
交
流

の
た
め
の
施
設
で
す
。

合併後は行政センターと
なる月ヶ瀬村役場（上）
と都祁村役場（右）
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月ヶ瀬村＆都祁村ってどんなところ？

【問い合わせ】合併に関する内容は市役所合併対策室、月ヶ瀬村については月ヶ瀬村役場（蕁０７４３９―２―０
１３１豎）、都祁村については都祁村役場（蕁０７４３―８２―０２０１豎）へ。

つ　　　げ 

営業時間…午前10時半～午後９時（入館
は８時半まで） 蜷休館日…毎月第１・３
火曜日　蜷入浴料…大人（中学生以上）600
円、小人（小学生）300円、６歳未満は無料
足湯（無料） 利用時間…午前９時～午

後７時（10～３月は６時まで）。毎月第１・
３月曜日は休み

道の駅「針テラス」に隣接し、温泉浴場や
プール、サウナ、トレーニングジム等を備え
た健康増進施設です。

営業時間…午前10時～午後９時（入館は８時半
まで） 蜷休館日…毎月末日（土・日曜日、祝日
の場合はその前日） 蜷利用料…全館利用の場合
は大人（中学生以上）1,400円、小人（４歳～小学
生）800円。風呂のみ利用の場合は大人700円、小
人400円

農業体験やキャンプ、バーベキュー等を
通して、四季折々の花や土に親しめます。

開園期…４月１日～10月31日。利用内容によ
り期間が異なるため、事前に確認してください
蜷入園料…１日大人500円、小人300円。施設利
用や体験農園等は別途必要

特産品販売をはじめ、茶加工・郷
土食品作りが体験でき、地元の人々
が楽しく実演指導します。

開放感あふれた露天風呂
をはじめ、内風呂、足湯、
サウナ、レストラン等も備
え、毎年20万人近くの利
用者があります。

ロマントピア月ヶ瀬

都祁温泉
フィットネスバード

こんにゃく
作り体験

プール

梅の郷
月ヶ瀬温泉

観光農園
はなはなビレッジ

つ　き　が　せ 



　合併に伴い、４月１日から月ヶ瀬村と都祁
村の字の名称が次のようにになります。月ヶ
瀬村は「大字」をとって「月ヶ瀬○○」に、
都祁村は「大字」をとって「○○町」または
「都祁○○町」になります。  

【問い合わせ】市役所市民課へ。 

合併後の新町名 

Ｎ 
▲ 

下深川町 

上深川町 

荻町 

都祁馬場町 

針ヶ別所町 

針町 小倉町 

都祁白石町 

都祁南之庄町 

都祁吐山町 

都祁友田町 

藺生町 

都祁小山戸町 

都祁相河町 

都祁こぶしが丘 

都祁甲岡町 

来迎寺町 

都祁村役場● 

月ヶ瀬村役場 

名阪国道 

蜿奈良市 

月ヶ瀬橋 
● 

湖畔の里 
つきがせ 

● 

ロマントピア 
月ヶ瀬 

● 

梅の郷 
月ヶ瀬温泉 

● 

クリエート月ヶ瀬 

● 

道の駅 
「針テラス」  
都祁温泉 
フィットネスバード  
都祁村情報館 

● 
はなはな 
ビレッジ 

● 都祁村 
交流センター 

高山ダム 

スズラン 
群生地 

● 

梅の里 
ふれあい館 

月ヶ瀬村 

都祁村 

は主な道路 

● 

八幡橋 

月ヶ瀬桃香野 

月ヶ瀬石打 

月ヶ瀬尾山 

月ヶ瀬月瀬 

月ヶ瀬長引 

月ヶ瀬嵩 

広域農道 
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月
ヶ
瀬
村
・
都
祁
村
と
の
合
併
に
伴
う

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

統
合
作
業
の
た
め
、
４
月
１
日
貊
〜
７
日

貅
は
次
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

漓
住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
住
民
票
の
写

し
の
広
域
交
付

滷
住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
転
出
・
転
入

届
（
付
記
転
出
・
付
記
転
入
の
届
出
）

澆
公
的
機
関
の
各
種
申
請
に
お
け
る
住
民

票
の
省
略

＊
公
的
機
関
は
住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
住

所
等
を
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
住
基
ネ
ッ
ト

が
利
用
で
き
な
い
期
間
は
住
民
票
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
種
申
請
に
よ
っ

て
対
応
が
異
な
る
た
め
、
各
申
請
窓
口
へ
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

潺
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

潸
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
電
子

証
明
書
の
発
行

【
問
い
合
わ
せ
】
市
役
所
市
民
課
、
西
部

出
張
所
住
民
課
（
蕁
四
四
―
一
〇
〇
一
）、

東
部
出
張
所
（
蕁
九
三
―
〇
〇
〇
一
）、

北
部
出
張
所
（
蕁
七
一
―
一
〇
一
七
）
へ
。

4月1日～7日は
住基ネットが
利用できません

月ヶ瀬村＆都祁村ってどんなところ？

月ヶ瀬梅林　梅まつり
大正11年に名勝地として
指定された月ヶ瀬梅林で
は、毎年恒例の「梅まつり」
が開催されています。期間
中は、煎茶祭やふれあいハ
イキングなど各種催しが行
われています。

期間…３月31日貅まで　蜷問い合わせ…月ヶ瀬観
光会館（蕁０７４３９―２―０３００）へ。

昨年の梅まつりから



奈良しみんだより
平成17年（2005年）3月

11

◆国民健康保険「出産育児一時金」「葬祭費」の
支給方法を変更
今年４月１日申請分から、出産育児一時金と葬祭費の支
給が口座振込となります。振込は、支給申請後約２～３週
間後になります。
【手続に必要なもの】
出産育児一時金…国民健康保険証、印鑑、母子手帳、死
産・流産の場合は医師の証明書、世帯主（申請者）の振込
口座
葬祭費…国民健康保険証、印鑑、埋・火葬許可書など死
亡を証明するもの、葬儀執行人（申請者）の振込口座
【受付場所】市役所市民課、各出張所
【問い合わせ】市役所国民健康保険課へ。

◆国民健康保険証を送付
平成17年度に利用できる保険証を、３月中旬に各世帯へ
郵送で送ります。保険証の色は、国民健康保険被保険者証
は「水色」、国民健康保険退職被保険者証は「ピンク色」
に変わります。
なお、特別な事情がないのに保険料を滞納している世帯
には、保険料の納付相談をした上で、保険証または資格証
明書を交付する場合があります。資格証明書は、国民健康
保険の被保険者であることを証明するだけのもので、保険
証のように受診券とはなりません。そのため、医療を受け
る際は医療費を一旦全額自己負担し、後日申請により払い
戻しを受け取ることになります。
【問い合わせ】市役所国民健康保険課へ。

※届け出は市役所市民課または各出張所へ。退職者医療制度に関する届け出は市役所国民健康保険課または各出張所へ。

こ ん な と き

国
保
に
入
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ

の

他

他の市区町村から転入してきたとき（職場の健康保険などがない人）

職場の健康保険をやめたとき

印鑑、他の市区町村の転出証明書

必 要 な も の

印鑑、職場の健康保険をやめた証明書

印鑑、職場の健康保険の被扶養者からはずれた証明書

印鑑、国保の保険証

印鑑、国保の保険証

印鑑、国保の保険証、職場の健康保険証

印鑑、国保の保険証、職場の健康保険証

印鑑、国保の保険証、生活保護開始決定通知書

印鑑、国保の保険証

印鑑、国保の保険証、年金証書（年金加入期間の記載されたもの）

印鑑、国保の保険証

印鑑、国保の保険証

印鑑、国保の保険証

印鑑、国保の保険証、在学証明書

印鑑、使えなくなった国保の保険証

印鑑、生活保護廃止決定通知書

職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき

生活保護を受けなくなったとき

子どもが生まれたとき

他の市区町村へ転出するとき

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

生活保護を受けることになったとき

死亡したとき

退職者医療制度に該当したとき

退職者医療制度に該当しなくなったとき

住所・世帯主・氏名などが変わったとき

出稼ぎや長期の旅行で別の保険証が必要なとき

修学のため子どもが他の市区町村に住所を定め、別の保険証が必要なとき

保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき

すでに国保に
加入している
世帯の人は、
国保の保険証

＊40歳以上65歳未満の人で、身体障害者療護施設など厚生労働省令で定める特定の施設に入所している人は、当分の間は
介護分の保険料はかかりませんので、市役所国民健康保険課へ連絡してください。

突然の病気やケガに備え、みんなで助け合い安心
して医療を受けるための制度です。加入の届出が遅
れると、保険証がないためその間の医療費は全額自
己負担となったり、保険料もさかのぼって（最長２
年まで）納めなければならなくなります。

～ こんなときには届け出を（世帯主が14日以内に）～

3
月
15
日
〜
31
日
は
国
民
健
康
保
険
料
（
第
10
期
分
）
の
納
期
で
す
。
保
険
料
は
み
な
さ
ん
の
健
康
な
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

１
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
法
で
は
、
自
動
車
の
新
規
登
録
・
継
続
検

査
等
を
受
け
る
際
に
、
運
輸
支
局
等
で
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
が
預
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証

明
し
な
け
れ
ば
、
登
録
・
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
料
金
預
託
の
有
無

は
、
預
託
証
明
書
（
リ
サ
イ
ク
ル
券
）
で
確

認
す
る
た
め
、
自
動
車
検
査
証
等
と
共
に
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
廃
車
時
に
も
料
金
預
託
や
自
治
体

に
登
録
さ
れ
て
い
る
引
取
業
者
へ
自
動
車
を

引
き
渡
す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
引
き
渡
し
後
、
引
取
業
者
か
ら
最
終
所

有
者
へ
引
取
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
役
所
産
業
廃
棄
物
対
策

課
へ
。自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
つ
い
て
は
、

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.jars.gr.jp/

）
や

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
（
蕁
〇
三
―
五
六
七

三
―
七
三
九
六
・
平
日
午
前
８
時
〜
午
後
８

時
、
そ
れ
以
外
は
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

自動車リサイクル法の
預託証明書・引取証明書



近
代
文
学
史
の
奈
良

志
賀
直
哉
が
京
都
か
ら
奈
良
の
幸
町
に

来
住
し
た
の
は
、
一
九
二
五
年
（
大
正
一

四
）
四
月
、
四
三
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。

二
九
年
（
昭
和
四
）
二
月
、
上
高
畑
に
家

を
新
築
し
て
こ
こ
に
移
り
、
三
八
年
（
昭

和
一
三
）
ま
で
、
足
か
け
一
四
年
に
わ
た

っ
て
奈
良
に
在
住
す
る
。
か
れ
を
し
た
っ

て
来
住
、
来
遊
す
る
文
人
が
相
つ
ぎ
、
近

代
文
学
史
の
う
え
で
、
奈
良
は
輝
か
し
い

時
期
を
迎
え
る
。

志
賀
の
あ
と
を
追
う
よ
う
に
滝
井
孝
作

が
奈
良
に
移
り
、
翌
年
か
ら
三
〇
年
（
昭

和
五
）
ま
で
上
高
畑
に
居
を
構
え
、
網
野

菊
も
二
六
年
（
大
正
一
五
）
か
ら
三
年
ば

か
り
、
そ
の
近
く
に
住
ん
だ
。
武
者
小
路

実
篤
も
、
二
六
年
の
正
月
か
ら
暮
れ
ま
で

水
門
に
住
み
、「
新
し
き
村
」
の
支
部
を

つ
く
っ
た
り
、
演
劇
活
動
に
は
げ
ん
だ
り

す
る
と
と
も
に
、
志
賀
と
ひ
ん
ぱ
ん
に
往

来
し
た
。
二
九
年
（
昭
和
四
）
前
後
に
は
、

小
林
秀
雄
や
尾
崎
一
雄
も
奈
良
に
来
て
、

そ
れ
ぞ
れ
一
年
ば
か
り
滞
在
し
て
い
る
。

高
畑
の
志
賀
邸
に
は
、
瓦
敷
き
の
ロ
ビ

ー
と
板
敷
き
の
広
間
が
あ
り
、
サ
ロ
ン
と

し
て
に
ぎ
わ
っ
た
。
作
家
の
池
田
小
菊
の

ほ
か
、
画
家
の
浜
田
葆
光
・
若
山
為
三
、

彫
刻
家
の
加
納
和
弘
、
美
術
写
真
家
小
川

晴
暘
（
飛
鳥
園
主
人
）
な
ど
が
、
そ
の
常

連
で
あ
っ
た
。
や
が
て
志
賀
は
「
男
の
児

を
育
て
る
に
は
何
か
物
足
ら
ぬ
も
の
を
感

じ
」
て
奈
良
を
去
る
。
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鴻
ノ
池
球
技
場
の
隣
に
新
し
く
で

き
た
、
奈
良
テ
レ
ビ
放
送
の
新
社
屋

を
訪
ね
ま
し
た
。
一
昨
年
か
ら
建
設

が
始
ま
り
、
今
春
四
月
か
ら
本
格
的

に
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

古
都
奈
良
に
あ
る
民
間
放
送
局
に

ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
、
平
城
宮
の
朱

雀
門
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
朱
塗
り
の
列

柱
と
大
き
な
グ
レ
ー
の
切
妻
屋
根
が

目
を
引
き
ま
す
。印
象
的
な
外
観
は
、

と
て
も
デ
ジ
タ
ル
新
時
代
を
迎
え
る

最
先
端
テ
レ
ビ
放
送
局
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
案
内
看
板
や
高
さ
四
十
二
ｍ

の
送
信
鉄
塔
「
平
城
山
タ
ワ
ー
」
が

な
け
れ
ば
、「
お
し
ゃ
れ
な
国
際
観

光
ホ
テ
ル
か
し
ら
」
と
間
違
う
人
も

お
ら
れ
る
の
で
は
。
古
都
の
景
観
に

溶
け
込
む
よ
う
、
充
分
配
慮
さ
れ
た

素
敵
な
セ
ン
ス
を
感
じ
ま
す
。

大
き
な
吹
抜
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
に
入
る
と
、
何
と
木
の
い
い
香

り
が
す
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ホ

ー
ル
の
床
な
ど
に
は
、
吉
野
杉
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
や
公
開
放
送
の
ゾ
ー
ン
と

し
て
使
う
こ
と
も
計
画
中
で
、
県
民

の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ

と
の
で
き
る
憩
い
の
場
と
し
て
開
放

す
る
そ
う
で
す
。
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓

の
外
に
は
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
も
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
休
憩
も
で
き
そ
う
。

約
五
十
人
収
容
の
ホ
ー
ル
も
併
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
中
に
進
み
ま
す
。
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
さ
れ
た
床
に
は
、
段
差
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
全
員
で
モ

ノ
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
「
工
房
・

ア
ト
リ
エ
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、
清

潔
で
す
っ
き
り
し
た
内
装
の
事
務
フ

ロ
ア
で
は
、
す
で
に
編
成
局
、
営
業

局
、
放
送
業
務
局
の
一
部
が
稼
働
し

て
い
ま
し
た
。

一
階
に
あ
る
メ
ー
ン
の
ス
タ
ジ
オ

は
天
井
が
高
く
、
屋
外
か
ら
直
接
ア

ク
セ
ス
で
き
る
た
め
、
自
動
車
な
ど

大
き
な
も
の
の
搬
入
も
可
能
で
す
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
面
し
た
ド

ア
に
は
大
き
な
窓
が
あ
り
、
ス
タ
ジ

オ
内
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
テ
レ
ビ
の
舞
台
裏
を
、
よ
り
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
。

ま
た
、
二
階
に
は
ニ
ュ
ー
ス
番
組

用
の
小
さ
い
ス
タ
ジ
オ
が
あ
り
ま

す
。
事
前
の
許
可
が
あ
れ
ば
、
二
階

通
路
の
窓
か
ら
、
両
ス
タ
ジ
オ
を
見

学
で
き
る
そ
う
で
す
。
課
外
授
業
に

も
い
い
で
す
ね
。

他
に
も
、
報
道
制
作
局
や
放
送
業

務
局
、
音
声
を
収
録
す
る
ア
ナ
ウ
ン

ス
ブ
ー
ス
、
実
際
に
番
組
を
発
信
す

る
マ
ス
タ
ー
室
、
Ｃ
Ｍ
や
番
組
を
作

る
編
集
室
、
放
送
局
の
心
臓
部
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
放
送
部
門
は
旧
社
屋
で
業

務
中
で
す
が
、
放
送
は
一
日
も
休
む

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
今
春
三
月

末
日
の
放
送
終
了
か
ら
翌
日
の
四
月

一
日
の
放
送
開
始
時
間
ま
で
の
大
変

短
い
時
間
で
移
転
す
る
そ
う
で
す
。

政
府
決
定
で
、
平
成
十
八
年
中
に

は
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
開
始
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
デ
ジ
タ
ル

化
に
備
え
た
機
材
を
装
備
し
、
放
送

開
始
の
日
を
ス
ム
ー
ズ
に
迎
え
ら
れ

る
よ
う
、
社
員
の
み
な
さ
ん
は
頑
張

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
域
の
緊
急
防
災
情
報

を
確
実
に
放
送
で
き
る
よ
う
、
建
物

設
備
の
耐
震
性
は
高
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
災
害
時
で
も
安
心
し
て
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

奈
良
テ
レ
ビ
は
、
奈
良
唯
一
の
民

間
テ
レ
ビ
局
と
し
て
、
地
域
に
開
か

れ
、
地
域
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
親

し
ま
れ
る
放
送
局
を
め
ざ
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
毎
月
一
回
、
八
名
の
委

員
に
よ
る
番
組
審
議
会
を
開
き
、
よ

り
良
い
番
組
制
作
を
協
議
さ
れ
て
い

ま
す
。

み
な
さ
ん
が
い
つ
も
見
て
い
る
番

組
の
セ
ッ
ト
背
景
が
変
わ
っ
て
い
た

ら
、
そ
れ
は
新
ス
タ
ジ
オ
か
ら
の
放

送
で
す
。
ど
う
ぞ
注
目
し
て
い
て
く

だ
さ
い
ね
。
新
ス
タ
ジ
オ
か
ら
発
信

さ
れ
る
新
番
組
や
、
よ
り
充
実
し
た

人
気
番
組
に
、
大
い
に
期
待
し
た
い

で
す
ね
。

新
し
い
時
代
の
放
送
局
を
め
ざ
し
て

奈
良
テ
レ
ビ
放
送
新
社
屋
を
訪
ね
て

中谷由子さん

完
成
し
た
奈
良
テ
レ
ビ
放
送
新
社
屋

広
々
と
し
た
メ
ー
ン
ス
タ
ジ
オ



奈良市人権教育・啓発推進本部

人権擁護啓発作品から

富
雄
中
学
校

橋
本
恵
里
花
さ
ん

シリーズ　人権4コマまんが

毎毎毎毎月月月月11111111日日日日はははは
「「「「人人人人権権権権をををを確確確確かかかかめめめめああああうううう日日日日」」」」

奈良しみんだより
平成17年（2005年）3月

13

七つの色が存在しあうからこそ美しい虹のように
互いの違いを認めあう「共生の社会」をめざして

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
に

は
、
つ
い
見
過
ご
し
て
し
ま
っ
て

い
る
様
々
な
人
権
問
題
が
あ
り
ま

す
。
家
庭
、
学
校
、
ま
ち
や
社
会

の
い
た
る
と
こ
ろ
に
人
権
問
題
は

存
在
し
、
ち
ょ
っ
と
ま
わ
り
を
見

渡
せ
ば
、
気
づ
く
こ
と
、
で
き
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
相
手
の
立
場
に
な
っ

て
「
こ
ん
な
時
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
」
と
考
え
行
動
し
た
り
、
相

手
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
理
解
し

よ
う
と
努
力
し
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
見
え
て
き
ま
す
。

平
成
七
年
一
月
十
七
日
に
起
こ

っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

聴
覚
障
が
い
者
が
避
難
勧
告
の
防

災
無
線
や
ラ
ジ
オ
を
聞
き
取
れ
な

か
っ
た
り
、
言
語
障
が
い
者
が
家

屋
の
下
敷
き
に
な
っ
て
も
助
け
を

呼
べ
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
台
風

二
十
三
号
や
新
潟
県
中
越
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
、

大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
そ
れ
ら
の
ニ
ュ
ー

ス
か
ら
驚
き
と
恐
怖
心
を
抱
き
ま

し
た
が
、
も
う
一
歩
進
め
て
被
災

者
、
と
り
わ
け
障
が
い
者
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
、
病
人
、
外
国

人
な
ど
の
災
害
弱
者
が
ど
の
よ
う

な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

例
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

う
形
で
活
動
に
関
わ
る
と
き
、
こ

う
し
た
災
害
弱
者
が
救
助
活
動
や

支
援
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
の
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
情
報

の
伝
達
手
段
が
あ
る
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
き
ち
ん
と
情
報
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
行
動
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

人
は
、
一
人
で
生
き
て
い
る
の

で
は
な
く
、
他
の
人
と
の
関
わ
り

の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。だ
か
ら
、

自
分
の
人
権
も
他
の
人
の
人
権
も

等
し
く
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
物
事
に
つ

い
て
人
の
命
と
暮
ら
し
を
大
切
に

す
る
人
権
の
立
場
か
ら
、
自
ら
の

想
像
力
を
働
か
せ
て
考
え
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
蕁
七
二
―
一
五
一
〇
）
へ
。

あ
な
た
は
気
づ
き
、
考
え
て
ま
す
か
？

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
人
権

とき…３月26日貍午前９時半～午後３時
蜷ところ…防災センター（八条五丁目）
蜷定員…高校生20人。在学も可　蜷申し込
み…はがきに住所、氏名、電話番号、学校
名、学年を書いて、３月12日必着でボラン
ティアセンター（〒630-8113法蓮町１７０
２―１　蕁薨２６―２２７０）へ。ファク
シミリも可。多い場合は抽選。

〈ボランティアセンター主催事業〉

高校生のボランティア講座
～災害ボランティア
災害時、あなたに何ができる？～
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農
業
振
興
地
域
農
用
地
指
定
除
外
の

手
続
は
４
月
中
に

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区
域
内
農

地
に
、
や
む
を
得
ず
農
家
住
宅
を
建
て
た

り
植
林
を
し
た
り
す

る
計
画
の
あ
る
人
は
、

４
月
１
日
〜
28
日
に

除
外
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
除
外
申

請
書
は
、
市
役
所
農

林
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
農
林
課
へ
。

市
清
掃
業
務
審
議
会
を

傍
聴
で
き
ま
す

と
き
…
３
月
30
日
貉
午
前
９
時
半
　
▼

と
こ
ろ
…
市
水
道
局
４
階
大
会
議
室
　
▼

内
容
…
平
成
17
年
度
奈
良
市
一
般
廃
棄
物

処
理
計
画
に
つ
い
て
他
　
▼
定
員
…
50

人
。
在
勤
・
在
学
も
可
　
▼
申
し
込
み
…

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、
３
月
25
日
必
着
で
市
企
画
総
務
課

（
〒
631-

0801
左
京
五
丁
目
二
　
蕁
七
一
―
三

〇
〇
一
）
へ
。
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

（
薨
七
一
―
一
六
二
一
）
も
可
。
多
い
場

合
は
抽
選
。

障
が
い
者
・
児
バ
ス

優
待
乗
車
証
を
更
新

市
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
で
希
望
者
に
、
奈
良
交
通
バ

ス
・
エ
ヌ
シ
ー
バ
ス
市
内
全
線
の
優
待
乗

車
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
乗
車

証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
引
換
日
時
や
場

所
を
記
載
し
た
優
待
乗
車
証
引
換
票
（
は

が
き
）
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
持
参
の
う

え
引
換
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
記
載
し
た
日
時
に
来
れ
な
い
場

合
や
、
新
た
に
優
待
乗
車
証
の
交
付
を
希

望
す
る
人
で
、
身
体
障
が
い
・
知
的
障
が

い
者
は
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
を
持
っ
て
市
役
所

障
が
い
福
祉
課
へ
、

精
神
障
が
い
者
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
持
っ
て
市
保
健
所
保
健
予
防
課

へ
、
い
ず
れ
も
３
月
22
日
以
降
に
来
て
く

だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
各
課
へ
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付

重
度
心
身
障
が
い
者
・
児
に
、
４
月
か

ら
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
（
48
枚
綴
）
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
…
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
、

下
肢
、
体
幹
、
内
部
（
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
な
ど
）、
視
覚
の
障
が
い
程
度
が
各

１
・
２
級
の
人
。
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者

▼
申
し
込
み
…
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
、
印
鑑
を
持
っ
て
３
月
22
日
以

降
に
市
役
所
障
が
い
福
祉
課
へ
。

老
春
手
帳
優
遇
事
業
の
入
浴
券
・

映
画
館
入
場
券
を
変
更

70
歳
以
上
の
人
が
使
用
で
き
る
入
浴
券

と
映
画
館
入
場
券
が
、
４
月
か
ら
変
わ
り

ま
す
。
新
券
を
３
月
22
日
か
ら
市
役
所
高

齢
福
祉
課
ま
た
は
各
出
張
所
・
連
絡
所
で

交
付
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
老
春
手
帳

と
印
鑑
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

入
浴
券
と
映
画
館
入
場
券
を
利
用
す
る

場
合
、
４
月
１
日
か
ら
は
必
ず
新
し
い
券

を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、市
役
所
高
齢
福
祉
課
へ
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
博
記
念
館
を
休
館

展
示
内
容
等
の
検
討
の
た
め
、
４
月
か

ら
当
分
の
間
休
館
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、市
役
所
文
化
振
興
課
へ
。

〈中央・西部・北部図書館　3月の休館日〉 
　7日、14日、20日、21日、28日、31日 

〔駐車時間〕Ａ＝午後0:30～2:00　Ｂ＝午後2:30～4:00  
3月の移動図書館 巡回日程 

と　こ　ろ 
中登美ヶ丘一丁目　中央集会所前広場 
東九条町モータープール（東松商店） 
八条町　大安寺人権文化センター駐車場 
四条大路南町　自治会館駐車場 
富雄北一丁目　第2号街区公園前北（ロイヤルヒルズ富雄） 
三条町　奈良ハイタウン東入口 
南永井町　第1号街区公園前 
鳥見町二丁目　富雄公民館駐車場 
三松ヶ丘　第1号街区公園 
菅原町　やまや駐車場 
西九条町　西九条会館駐車場 
東九条町　宮ノ森住宅集会所前 
帝塚山一丁目　第1号街区公園 
帝塚山四・五丁目集会所　帝山荘前 
五条西一丁目　ライフストア西の京店駐車場 
富雄北三丁目　ネオハイツ富雄北フォレストガーデン前 
柴屋町　帯解バンビーホーム駐車場 
千代ヶ丘二丁目　大倭滝の峯荘玄関前 
西大寺宝ヶ丘　自衛隊宿舎駐車場 
秋篠早月町　秋篠サンパレス駐車場 
川上町　ケアハウス万葉駐車場 
青山六丁目　集会所前 
学園大和町一丁目　第1号街区公園 
富雄北三丁目　街区公園前 
佐保台二丁目　集会所駐車場 
二条町三丁目　淺沼組社員寮 
法華寺町　法華寺駐車場 
丸山一丁目　西部生涯スポーツセンター球技場駐車場 
富雄泉ヶ丘　第3号街区公園（ABC公園）前 
桂木町　桂木団地多目的広場 
富雄団地48号棟前　天の川小径 
 

時間 
B 
A 
B 
B 
B 
A 
B 
A 
B 
B 
A 
B 
A 
B 
B 
B 
B 
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4貊 
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11貊 
15貂 

24貅 

8貂 

17貅 

18貊 

25貊 

23貉 

10貅 

25貊 

9貉 

10貅 

3貅 

18貊 

15貂 
16貉 

22貂 

中央図書館（蕁26―6101） 
西部図書館（蕁45―5669） 

8貂 

11貊 

24貅 

暮らし

講　座

イベント

スポーツ

市
清
掃
業
務
審
議
会
を

傍
聴
で
き
ま
す

奈良しみんだより
平成17年（2005年）3月

農
業
振
興
地
域
農
用
地
指
定

除
外
の
手
続
は
4
月
中
に 市民のうごき（２月１日現在）

総人口 365,730人（男174,094人・女191,636人）
世　帯　144,079世帯

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付

老
春
手
帳
優
遇
事
業
の
入
浴

券
・
映
画
館
入
場
券
を
変
更

障
が
い
者
・
児

バ
ス
優
待
乗
車
証
を
更
新

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
博
記
念
館
を

休
館



奈良しみんだより
平成17年（2005年）3月

15

守
ろ
う
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
。
毎
月
17
日
は
「
子
ど
も
安
全
の
日
」
で
す
。

お知らせ　市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁34 - 1111豎

屋
外
広
告
業
が
登
録
制
に
な
り
ま
す

屋
外
広
告
物
法
の
改
正
に
伴
い
、
屋
外

広
告
業
の
届
出
が
登
録
制
に
変
わ
り
ま

す
。
４
月
１
日
以
降
、
市
内
で
屋
外
広
告

業
を
営
む
人
は
、
市
へ
登
録
が
必
要
に
な

る
た
め
、
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
４

月
１
日
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
屋
外
広
告
業
の
届
出
を

し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
９
月
30
日
ま

で
は
引
き
続
き
屋
外
広
告
業
を
営
む
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
登
録
申

請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
景
観
課
へ
。

引
っ
越
し
の
時
は
水
道
局
へ
連
絡
を

水
道
の
使
用
を
始
め
る
時
や
中
止
す
る

時
、
使
用
者
や
所
有
者
が
変
わ
る
時
、
長

期
間
使
用
を
中
止
す
る
時
な
ど
、
転
入
・

転
出
の
際
に
は
、
必
ず
３
〜
４
日
前
に
市

水
道
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

漓
連
絡
の
際
は
、
使
用
者
番
号
ま
た
は
水

栓
番
号
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

滷
使
用
を
中
止
す
る
時
は
、
水
道
料
金
を

精
算
し
て
く
だ
さ
い
。

澆
３
階
建
て
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
（
受
水

槽
を
設
置
）な
ど
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

管
理
人
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】
市
水
道
局
料
金
課
（
蕁
三
四

―
五
二
〇
〇
豎
）、
市
水
道
局
西
部
営
業

所
（
蕁
四
五
―
四
四
七
一
豎
）
へ
。

保
育
園
が
新
し
く
開
園

５
月
か
ら
、
富
雄
北
三
丁
目
に
そ
ら
保
育

園
、
秋
篠
新
町
に
あ
か

ね
保
育
園
が
開
園
さ
れ

ま
す
。
い
ず
れ
も
民
営

で
、
定
員
は
０
歳
〜
小

学
校
入
学
前
の
児
童

90
人
で
す
。

入
園
申
し
込
み
は
、
市
役
所
保
育
課
で

３
月
15
日
貂
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

申
請
書
は
随
時
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
保

育
理
由
証
明
書
等
の
添
付
が
必
要
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
同
課
へ
。

病
没
家
庭
等
児
童
激
励
金

支
給
制
度
を
廃
止

こ
れ
ま
で
、
病
気
等
で
父
や
母
を
亡
く

し
た
義
務
教
育
修
了
前
の
児
童
の
家
庭
へ

激
励
金
３
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
限
り
で
廃
止
に
な
り
ま
す
。

４
月
以
降
は
申
請
を
受
理
で
き
な
い
た

め
、
該
当
す
る
人
は
３
月
31
日
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
（
事
実
発
生
後
３
か
月

以
内
に
申
請
し
た
場
合
に
限
る
）。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
児
童
課
へ
。

交
通
遺
児
等
に
激
励
金
を
支
給

交
通
災
害
や
自
然
災
害
に
よ
り
、
父
や

母
を
亡
く
し
た
18
歳

未
満
の
児
童
の
保
護

者
へ
、
県
交
通
遺
児

等
援
護
会
か
ら
激
励

慰
問
に
あ
わ
せ
て
激

励
金
（
児
童
一
人
に

つ
き
10
万
円
）
を
支
給
し
ま
す
（
事
実
発

生
後
１
年
以
内
に
申
請
し
た
場
合
に
限
る
）。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
児
童
課
へ
。

子
育
て
短
期
支
援
事
業

短
期
入
所
生
活
援
助
事
業
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ィ
）
…
保
護
者
が
出
産
、
疾
病
な
ど

の
理
由
で
一
時
的
に
家
庭
で
児
童
を
養
育

で
き
な
い
場
合
に
、
児
童
福
祉
施
設
で
７

日
間
を
限
度
と
し
て
24
時
間
児
童
を
預
か

り
ま
す
。

夜
間
養
護
等
事
業
（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス

テ
ィ
）
…
父
子
家
庭
な
ど
が
仕
事
な
ど
で

帰
宅
が
恒
常
的
に
夜
間
に
わ
た
り
、
児
童

の
養
育
に
困
難
を
生
じ
て
い
る
場
合
に
、

児
童
福
祉
施
設
へ
の
通
所
に
よ
り
生
活
指

導
、
夕
食
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。
期

間
は
６
か
月
の
範
囲
内
で
、
一
日
４
時
間

を
限
度
と
し
て
午
後
２
時
〜
10
時
に
利
用

で
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
利
用

料
金
は
所
得
に
応
じ

て
決
定
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市

役
所
児
童
課
へ
。

保
育
園
が
新
し
く
開
園

子
育
て
短
期
支
援
事
業

病
没
家
庭
等
児
童
激
励
金

支
給
制
度
を
廃
止

屋
外
広
告
業
が

登
録
制
に
な
り
ま
す

交
通
遺
児
等
に

激
励
金
を
支
給

火災は、ひとたび起こってし
まえば、尊い命や財産を一瞬に
して奪ってしまうほど恐ろしい
ものです。
「これぐらい大丈夫…」とい
った油断や、ちょっとした不注
意から火災を発生させないよ
う、一人ひとりが火災予防に心
がけましょう。

【問い合わせ】市消防局予防課（蕁３５―１１９２）へ。

引
っ
越
し
の
時
は

水
道
局
へ
連
絡
を

火の用心　7つのポイント
1. 家のまわりに燃えやすいものを置かないようにしましょう。
2. 寝たばこやたばこの投げ捨てをやめましょう。
3. てんぷらを揚げるときは、そばを離れないようにしましょう。
4. 風の強いときは、たき火をしないようにしましょう。
5. 子どもがマッチやライターで遊ばないようにしましょう。
6. 電気器具は正しく使いましょう。特に、たこ足配線は危険なのでやめましょう。
7. ストーブのそばに、燃えやすいものを近づけないようにしましょう。

3月1日～7日は春季全国火災予防運動
火は消した？　いつも心に　きいてみて

（全国統一防火標語）



ヘ
ア
ー
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、
中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
穴
を
空
け
、
再
生
資
源
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
会

平
成
15
・
16
年
度
に
奈
良
市
が
行
っ
た

発
掘
調
査
の
成
果
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

開
き
ま
す
。
別
所
遺
跡
群
・
平
城
京
跡
・

大
安
寺
旧
境
内
の
調
査
に
つ
い
て
、
同
セ

ン
タ
ー
職
員
が
講
演
し
ま
す
。

と
き
…
３
月
19
日
貍
午
後
１
時
〜
４
時

▼
定
員
…
50
人
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
３
月
10
日
必

着
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。１
枚
に
一
人
限
り
。

多
い
場
合
は
抽
選

発
掘
調
査
速
報
展
示

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
成
果
を
知
っ

て
も
ら
い
、
文
化
財
に
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
開
き
ま
す
。

平
成
15
・
16
年
度
に
奈
良
市
が
行
っ
た

発
掘
調
査
の
主
な
出
土
遺
物
と
し
て
、
平

城
京
跡
の
道
路
側
溝
か
ら
出
土
し
た
全
長

75
袍
の
大
形
人
形
（
ひ
と
が
た
）、
平
城

京
跡
の
井
戸
か
ら
出
土
し
た
漆
紙
文
書
等

を
展
示
し
ま
す
。

と
き
…
３
月
７
日
豺
〜
31
日
貅
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
入
場
は
４
時
半
ま
で
）。

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
館
。

防
災
セ
ン
タ
ー

応
急
手
当
普
及
講
習
「
あ
な
た
に
も
で

き
る
救
命
処
置
」

と
き
…
３
月
９
日
貉
、

27
日
豸
午
後
１
時
〜
４
時
　
▼
内
容
…
心

肺
そ
生
法
、
大
出
血
時
の
止
血
法
　
▼
申

し
込
み
…
講
習
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
に

て
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
他
に
も
、
各
種
グ
ル

ー
プ
等
の
要
請
に
応
じ
て
指
導
員
を
派
遣

し
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

春
休
み
特
別
企
画

と
き
…
３
月
29
日

貂
・
30
日
貉
午
後
１
時
半
、
３
時
　
▼
内

容
…
消
火
・
煙
避

難
・
台
風
・
地
震

体
験
、
防
災
ま
ん

が
ビ
デ
オ
上
映
、

防
災
ク
イ
ズ
　
▼

申
し
込
み
…
不

要
。
直
接
同
セ
ン

タ
ー
へ
。

大
宮
児
童
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

親
と
子
・
地
域
・
人
と
人
の
つ
な
が
り

と
き
…
３
月
６
日
豸
正
午
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ
…
大
宮
児
童
館
（
西
之
阪
町
）

▼
内
容
…
紙
芝
居
、
館
活
動
（
音
楽
・
和

太
鼓
教
室
）
・
手
話
教
室
・
自
主
グ
ル
ー

プ
（
バ
ン
ド
演
奏
）
の
発
表
、
創
作
（
写

真
立
て
）
・
遊
び
（
的
当
て
、
輪
投
げ
な

ど
）
・
展
示
の
各
コ
ー
ナ
ー
　
▼
問
い
合

わ
せ
…
同
館
（
蕁
二
七
―
二
二
二
〇
）
へ
。

わ
く
わ
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

「
広
げ
よ
う
！
差
別
を
無
く
す
仲
間
の

輪
」
を
テ
ー
マ
に
、
仲
間
づ
く
り
の
輪
を

広
げ
、
地
域
活
動
で
学
ん
だ
一
年
間
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

と
き
…
３
月
６
日
豸
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
　
▼
と
こ
ろ
…
横
井
児
童
館
（
横
井

五
丁
目
）

▼
内
容
…
お
化
け
屋
敷
等
の

遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店
、
近
隣
小
・

中
学
校
に
よ
る
展
示
、
劇
・
太
鼓
等
の
学

習
発
表
会
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
同
館
（
蕁

六
二
―
〇
三
〇
七
・
六
二
―
〇
三
一
二
）へ
。

北
部
図
書
館

春
休
み
お
は
な
し
会
　
と
き
…
３
月
19

日
貍
午
後
１
時
半
〜
３
時
　
▼
と
こ
ろ
…

北
部
会
館
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
右
京
一
丁

目
）

▼
内
容
…
児
童
向
け
の
お
話
、
紙

芝
居
、
琴
の
演
奏
　
▼
定
員
…
児
童
と
保

護
者
200
人
　
▼
申
し
込
み
…
不
要
、
当
日

直
接
会
場
へ
。

写
真
美
術
館

高
畑
写
真
倶
楽
部
　
と
き
…
４
月
12
日

〜
来
年
１
月
17
日
の
原
則
と
し
て
毎
月
第

２
火
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
。
10
回
　
▼

内
容
…
35
ミ
リ
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
の
使
い

方
と
撮
影
　
▼
定
員
…
全
回
受
講
で
き
る

成
人
30
人
。
在
勤
も
可
　
▼
受
講
料
…
２

千
円
　
▼
持
ち
物
…
35
ミ
リ
一
眼
レ
フ
カ

メ
ラ
、
取
扱
説
明
書

写
真
道
場
入
門
編
「
カ
メ
ラ
の
使
い
方

基
礎
講
座
」

と
き
…
午
前
の
部
＝
講
義

は
４
月
19
日
貂
・
26
日
貂
午
前
10
時
〜
正

午
、
撮
影
は
５
月
15
日
豸
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
、
作
品
講
評
は
６
月
７
日
貂
午
前

10
時
〜
正
午
、
質
疑
応
答
は
６
月
21
日
貂

午
前
10
時
〜
正
午
。
午
後
の
部
＝
講
義
は

４
月
19
日
貂
・
26
日
貂
午
後
２
時
〜
４

時
、
撮
影
は
５
月
17
日
貂
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
、
作
品
講
評
は
６
月
７
日
貂
午
後

２
時
〜
４
時
、
質
疑
応
答
は
６
月
21
日
貂

午
後
２
時
〜
４
時
　
▼
と
こ
ろ
…
撮
影
は

さ
さ
や
き
の
小
径
、

春
日
大
社
、
東
大
寺

周
辺
。
雨
天
決
行

▼
定
員
…
全
回
受
講

で
き
る
成
人
各
30

人
。
在
勤
も
可
　
▼

受
講
料
…
千
円
　
▼
持
ち
物
…
一
眼
レ
フ

カ
メ
ラ
ま
た
は
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
（
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
不
可
）。
撮
影
機
材
、

フ
ィ
ル
ム
、
昼
食
は
各
自
で
用
意

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
講
座
名
（
写

真
道
場
は
午
前
・
午
後
の
別
も
）、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番

号
を
書
い
て
、
３
月
21
日
必
着
で
同
館
へ
。

１
枚
に
一
人
限
り
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

市
展
「
な
ら
」
表
彰
式

奈
良
市
美
術
館
で
３
月
17
日
ま
で
開
催

中
の
市
展
「
な
ら
」
で
、
市
展
賞
等
を
受

賞
し
た
人
を
表
彰
し
ま
す
。

と
き
…
３
月
13
日
豸
午
前
10
時
半
　
▼

と
こ
ろ
…
市
役
所
北
棟
６
階
第
22
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
…
同
館
（
蕁
三
〇
―
一
五

一
〇
）
へ
。

和
服
で
な
ら
ま
ち
ウ
ォ
ー
ク

同
実
行
委
員
会
と
譛
な
ら
ま
ち
振
興
財

団
が
開
き
ま
す
。
衣
装
か
ら
着
付
け
ま
で

用
意
し
て
い
ま
す
。

と
き
…
４
月
１
日
貊
〜
３
日
豸
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
　
▼
と
こ
ろ
…
名
勝
大
乗

院
庭
園
文
化
館
（
高
畑
町
）

▼
参
加
料

…
２
千
円
　
▼
申
し
込
み
…
電
話
で
同
実

行
委
員
会
の
高
木
さ
ん
（
蕁
三
三
―
三
三
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防
災
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8145
八
条
五
丁
目
四
〇
四
ー
一

蕁
三
五
ー
一
一
〇
六

北
部
図
書
館

〒
631-

0805
右
京
一
丁
目
一
ー
四

蕁
七
二
ー
二
二
九
一

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8135
大
安
寺
西
二
丁
目
二
八
一

蕁
三
三
ー
一
八
二
一

大
宮
児
童
館

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

横
井
児
童
館

わ
く
わ
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

写
真
美
術
館

〒
630-

8301
高
畑
町
六
〇
〇
ー
一

蕁
二
二
ー
九
八
一
一
　
薨
二
二
ー
九
七
二
二

市
展
「
な
ら
」
表
彰
式

和
服
で

な
ら
ま
ち
ウ
ォ
ー
ク



一
五
・
〇
九
〇
―
五
四
六
六
―
九
九
〇

七
）
へ
。

音
声
館

3
月
の
同
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
期
間
・
内

容
…
３
月
９
日
貉
〜
21
日
豕
・
書
こ
う
！

歌
お
う
！
わ
ら
べ
う
た
!!
作
品
展
、
西
村

法
華
（
信
子
）「
書
展
」。
25
日
貊
〜
27
日

豸
・
日
本
椿
協
会
奈
良
椿
盆
栽
会
「
椿
盆

栽
展
」（
27
日
は
接
ぎ
木
講
習
会
あ
り
）

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

館
内
清
掃
・
舞
台
点
検
の
た
め
、
３
月

29
日
貂
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

上
方
舞
の
鑑
賞
会

と
き
…
４
月
10
日
豸
漓
午
後
１
時
滷
午

後
４
時
　
▼
と
こ
ろ
…
な
ら
ま
ち
格
子
の

家
（
元
興
寺
町
）

▼
演
目
…
江
戸
土
産

ほ
か
　
▼
演
者
…
立
方
は
山
村
若
女
・
山

村
若
乙
女
、
地
方
は
菊
聖
公
一
　
▼
定
員

…
各
40
人
　
▼
鑑
賞
料
…
500
円
　
▼
申
し

込
み
…
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
漓
滷
の
別
を
書
い
て
、
３
月
31

日
必
着
で
譛
な
ら
ま
ち
振
興
財
団
（
〒

630-

8317
井
上
町
十
一
　
蕁
二
七
―
一
八
二

〇
）
へ
。
１
枚
に
一
人
限
り
。
多
い
場
合

は
抽
選
。

名
勝
大
乗
院
庭
園
文
化
館

「
光
彩
会
」
写
真
展
　
期
間
…
３
月
31

日
貅
ま
で
。
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。
月
曜
日
、
３
月
22
日
は
休
館
（
21
日

は
開
館
）。

な
ら
奈
良
館

世
界
遺
産
「
公
開
講
座
」

「
世
界
遺
産
と
そ
の
周
辺
」
を
年
間
テ

ー
マ
に
、
奈
良
の
世
界
遺
産
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
奈
良
大
学
と
共
催
で
開
き

ま
す
。
同
大
学
教
員
が
専
門
的
な
立
場
で

講
演
し
ま
す
。

と
き
…
４
月
17
日
豸
午
後
１
時
半
〜
３

時
　
▼
講
師
・
演
題
…
奈
良
大
学
文
学
部

教
授
の
上
野
誠
さ
ん
・
平
城
京
の
材
木
を

運
ん
だ
万
葉
び
と
　
▼
定
員
…
100
人
　
▼

参
加
料
…
同
館
の
入
館
料
と
し
て
一
般
240

円
（
団
体
料
金
扱
い
）

▼
申
し
込
み
…

往
復
は
が
き
に
講
座
名
「
上
野
講
座
」、

全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
４
月
１
日
必
着
で
同
館
へ
。

１
枚
に
二
人
ま
で
可
。多
い
場
合
は
抽
選
。

来
場
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。奈

良
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ー
ド

セ
ン
タ
ー

商
業
相
談
　
と
き
…
３
月
９
日
貉
午
後

１
時
〜
４
時
　
▼
内
容
…
中
小
企
業
診
断

士
に
よ
る
経
営
・
経
理
、
開
業
・
転
業
、

法
人
成
り
の
手
続
き
、
融
資
、
事
務
の
電

算
機
処
理
・
Ｐ
Ｏ
Ｓ
導
入
、
人
材
育
成
、

安
全
管
理
な
ど
経
営
関
係
の
無
料
相
談
。

秘
密
厳
守
。

な
ら
工
藝
館

〈
工
芸
制
作
体
験
教
室
〉

初
心
者
を
対
象
に
、
制
作
基
礎
技
術
を

学
び
ま
す
。

一
刀
彫
　
と
き
…
４
月
５
日
貂
〜
７
月

12
日
貂
で
14
回
、
午
後
１
時
〜
４
時

基
礎
造
形
（
彫
塑
）

と
き
…
４
月
７

日
貅
〜
７
月
14
日
貅
で
14
回
、
午
後
１
時

〜
４
時
　
▼
内
容
…
デ
ッ
サ
ン
・
石
こ
う

造
形
・
木
彫
り
な
ど

陶
芸
　
と
き
…
４
月
６
日
貉
〜
７
月
13

日
貉
で
14
回
、
午
後
１
時
〜
４
時

木
工
　
と
き
…
４
月
７
日
貅
〜
７
月
14

日
貅
で
14
回
、
午
後
６
時
〜
９
時

秋
篠
手
織
（
綿
織
物
）

と
き
…
４
月

１
日
貊
〜
７
月
15
日
貊
で
14
回
、
午
後
１

時
〜
４
時
　
▼
内
容
…
手
織
り
布
の
制
作

と
ん
ぼ
玉
　
と

き
…
４
月
１
日
貊

〜
７
月
29
日
貊
で

14
回
、
午
後
６
時

〜
９
時
　
▼
内
容

…
ガ
ラ
ス
細
工
の

制
作
基
礎

【
定
員
】
10
人

【
受
講
料
】
２
万
８
千
800
円
。
材
料
費
は

実
費
が
必
要

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、
３
月
13
日
必
着
で
同
館
へ
。
１
枚
に

一
人
１
教
室
限
り
、
直
接
来
館
す
る
場
合

も
同
数
の
返
信
用
は
が
き
を
持
参
。電
話
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
は
不
可
。
多
い
場
合
は
抽
選

教
室
作
品
展
　
と
き
…
３
月
25
日
貊
〜

27
日
豸
午
前
10
時
〜
午
後
８
時
半
　
▼
内

容
…
工
芸
制
作
体
験
教
室
受
講
修
了
生
の

制
作
作
品
展
示
（
ロ
ウ
ケ
ツ
染
、
一
刀
彫
、

木
工
、
奈
良
晒
、
と
ん
ぼ
玉
、
古
楽
面
）

五
月
人
形
特
別
展
　
と
き
…
３
月
15
日

貂
〜
５
月
５
日
豢
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

半
　
▼
内
容
…
五
月
人
形
を
題
材
に
し
た

奈
良
伝
統
工
芸
作
品
の
展
示
販
売

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開

館
）、
祝
日
の
翌
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
の
場
合
は
開
館
）。

3
月
18
日
は
、
水
道
料
金
等
の
口
座
振
替
日
で
す
。
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奈
良
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8217
橋
本
町
三
ー
一

蕁
二
七
ー
九
四
〇
〇
　
薨
二
七
ー
九
四
〇
一

な
ら
工
藝
館

〒
630-

8346
阿
字
万
字
町
一
ー
一
　

蕁
二
七
ー
〇
〇
三
三

な
ら
奈
良
館

〒
630--

8215
東
向
中
町
二
八
近
鉄
奈
良
駅
ビ
ル
四
・
五
階

蕁
二
二
ー
七
〇
七
〇

音
声
館

〒
630-

8335
鳴
川
町
三
二
ー
一

蕁
二
七
ー
七
七
〇
〇
　
薨
二
七
ー
七
七
三
二

上
方
舞
の
鑑
賞
会

名
勝
大
乗
院
庭
園
文
化
館

〒
630-

8301
高
畑
町
一
〇
八
三
ー
一

蕁
二
四
ー
〇
八
〇
八

姉妹都市の福井県小浜市と福島県郡山市の
合同物産展です。
小浜市からは小鯛のささ漬、焼き鯖、鯖寿
司など、郡山市からは薄皮饅頭、磐梯豆、民
芸品などの特産物が展示即売されます。また、
観光パンフレットの配布などもあります。

とき…３月４日貊～６日豸午前10時～午後６
時（最終日は５時ま
で） 蜷ところ…奈
良マーチャントシー
ドセンター（橋本町）
蜷問い合わせ…市役
所商工労政課へ。

姉姉妹妹都都市市物物産産フフェェアア
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西
老
春
の
家

お
楽
し
み
人
形
劇
と
落
語
会
　
と
き
…

３
月
13
日
豸
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
　
▼

出
演
…
奈
良
大
学
「
人
形
劇
だ
い
ぶ
つ
」、

奈
良
大
学
落
語
研
究
会
「
古
都
家
」

▼

対
象
…
60
歳
以
上
と
家
族
　
▼
申
し
込
み

…
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

な
ら
や
ま
屋
内
温
水
プ
ー
ル

〈
な
ら
や
ま
水
泳
教
室
〉

障
が
い
児
の
部
（
前
期
分
）

と
き
…

中
・
高
校
生
の
部
＝
４
月
６
日
〜
９
月
14

日
の
毎
週
水
曜
日
午

後
４
時
20
分
〜
５

時
、
小
学
生
の
部
＝

４
月
８
日
〜
９
月
16

日
の
毎
週
金
曜
日
午

後
４
時
55
分
〜
５
時

40
分
。
各
20
回
　
▼
定
員
…
小
〜
高
校
生

の
知
的
障
が
い
児
と
保
護
者
各
部
10
組

障
が
い
者
の
部
（
前
期
分
）

と
き
…

４
月
８
日
〜
９
月
16
日
の
毎
週
金
曜
日
漓

午
後
１
時
半
〜
２
時
20
分
滷
午
後
２
時
半

〜
３
時
20
分
。
各
20
回
　
▼
定
員
…
18
歳

以
上
の
肢
体
・
内
部
・
聴
覚
言
語
・
視
覚

障
が
い
者
各
コ
ー
ス
20
組
。
介
添
え
が
必

要
な
人
は
同
伴
の
こ
と
。
事
前
に
か
か
り

つ
け
医
師
の
入
水
許
可
を
得
て
く
だ
さ
い

【
申
し
込
み
】
同
プ
ー
ル
備
え
付
け
の
用

紙
か
は
が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
住
所
、

氏
名
、年
齢（
障
が
い
児
の
部
は
学
年
も
）、

電
話
番
号
、
障
が
い
の
級
別
、
障
が
い
者

の
部
は
漓
滷
の
別
を
書
い
て
、
３
月
19
日

必
着
で
同
プ
ー
ル
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選

小
学
生
の
部
　
と
き
…
１
〜
３
年
の

部
＝
４
月
８
日
〜
６
月
24
日
の
毎
週
金
曜

日
午
後
３
時
55
分
〜
午
後
４
時
50
分
、
４

〜
６
年
の
部
＝
４
月
６
日
〜
６
月
22
日
の

毎
週
水
曜
日
午
後
３
時
20
分
〜
４
時
15

分
。
各
10
回
　
▼
定
員
…
小
学
生
各
部
５
人

女
性
の
部
　
と
き
…
４
月
６
日
〜
６
月

22
日
の
毎
週
水
曜
日
漓
午
後
１
時
〜
２
時

滷
午
後
２
時
10
分
〜
３
時
10
分
。
各
10
回

▼
定
員
…
18
歳
以
上
の
女
性
各
５
人

【
受
講
料
】
５
千
500
円

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
（
小
学
生
の
部
は
学
年
も
）、

電
話
番
号
、
女
性
の
部
は
漓
滷
の
別
を
書

い
て
、
３
月
12
日
必
着
で
同
プ
ー
ル
へ
。

多
い
場
合
は
抽
選
。
受
講
者
は
健
康
診
断

証
明
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
体
操
教
室

期
間
…
４
月
〜
来
年
２
月
で
30
回
以
上

▼
と
こ
ろ
・
時
間
…
漓
右
京
小
学
校
・
土

曜
日
午
後
１
時
半
〜
３
時
滷
佐
保
川
小
学

校
・
土
曜
日
午
前
９
時
〜
10
時
半
澆
大
宮

小
学
校
・
日
曜
日
午
前
９
時
〜
10
時
半

▼
定
員
…
小
学
生
。
漓
澆
は
各
30
人
、
滷

は
10
人
　
▼
内
容
…
マ
ッ
ト
、
跳
箱
、
低

鉄
棒
、
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
等
に
よ
る
基

本
技
術
の
習
得
　
▼
参
加
料
…
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
、
体
操
用
具

保
全
費
な
ど
年
額
２
万

円
　
▼
申
し
込
み
…
往

復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
性

別
、
学
校
名
、
新
学
年
、

住
所
、
電
話
番
号
、
保
護
者
名
、
希
望
会
場

を
書
い
て
、
３
月
10
日
ま
で
に
市
体
操
協

会
の
黒
瀬
秀
雄
さ
ん
（
〒
631-

0006
西
登
美
ヶ

丘
七
丁
目
八
―
一
　
蕁
四
七
―
五
六
九
六
）

へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
（
低
学
年
を
優
先
）。

武
道
、
坐
禅
、
茶
華
道
教
室

剣
道
教
室
（
小
学
生
の
部
）

と
き
…

４
月
４
日
豺
か
ら
毎
週
月
・
火
・
金
曜
日

午
後
５
時
半
〜
６
時
半
　
▼
定
員
…
新
小

学
生
30
人

剣
道
教
室
（
中
学

生
以
上
の
部
）

と

き
…
４
月
４
日
豺
か

ら
毎
週
月
・
火
・

木
・
金
曜
日
午
後
６

時
半
〜
７
時
半
　
▼

定
員
…
新
中
学
生
以
上
の
経
験
者
20
人

柔
道
教
室
（
小
学
生
の
部
）

と
き
…

４
月
５
日
貂
か
ら
毎
週
火
・
木
曜
日
午
後

５
時
〜
６
時
半
・
土
曜
日
午
後
１
時
半
〜

３
時
　
▼
定
員
…
新
小
学
２
年
生
以
上
15
人

柔
道
教
室
（
中
学
生
以
上
の
部
）

と

き
…
４
月
５
日
貂
か
ら
毎
週
火
・
木
曜
日

午
後
６
時
〜
７
時
半
・
土
曜
日
午
後
２
時

半
〜
４
時
　
▼
定
員
…
新
中
学
生
〜
35
歳

15
人な

ぎ
な
た
教
室
　
と
き
…
４
月
５
日
貂

か
ら
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
・
木

曜
日
午
後
４
時
半
〜
６
時
・
土
曜
日
午
後

１
時
〜
３
時
　
▼
定
員
…
新
小
学
生
以
上

20
人
。
高
校
生
以
下
は
木
・
土
曜
日
の
み

や
り
教
室
（
宝
蔵
院
流
）

と
き
…
４

月
９
日
貍
か
ら
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
　
▼
定
員
…
高
校
生
以
上
の
男
性
10
人

弓
道
教
室
　
と
き
…
４
月
９
日
貍
か
ら

毎
週
土
曜
日
午
後
５
時
〜
７
時
　
▼
定
員

…
高
校
生
以
上
の
初
心
者
20
人

坐
禅
教
室
　
と
き
…
４
月
10
日
豸
か
ら

毎
週
日
曜
日
午
前
７
時
〜
８
時
半
　
▼
定

員
…
高
校
生
以
上
10
人

茶
道
教
室
（
石
州
流
）

と
き
…
４
月

１
日
貊
か
ら
月
２
回
金
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時
　
▼
定
員
…
20
人

華
道
教
室
（
一
光
流
）

と
き
…
４
月

１
日
貊
か
ら
月
２
回
金
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時
　
▼
定
員
…
20
人

【
受
講
料
】
武
道
・
座
禅
教
室
は
、
３
か

月
で
２
千
円
（
傷
害
保
険
料
含
む
）。
茶

華
道
は
１
年
間
で
４
千
円
（
別
に
材
料
費

が
必
要
）

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
（
学

生
は
学
校
名
・
新
学
年
）、
性
別
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、
３
月
17
日
必
着
で
市
武

道
振
興
会
（
〒
630-

8113
法
蓮
町
一
五
三
〇

中
央
第
二
武
道
場
内
）
へ
。
多
い
場
合
は

抽
選

【
問
い
合
わ
せ
】
剣
道
・
な
ぎ
な
た
・
や

り
・
座
禅
教
室
は
中
央
武
道
場
（
蕁
二
六

―
一
〇
六
〇
）、
柔
道
・
弓
道
教
室
は
中

央
第
二
武
道
場
（
蕁
二
七
―
六
一
六
三
）、

茶
道
・
華
道
教
室
は
青
年
の
家
交
楽
館

（
蕁
二
三
―
四
二
二
一
）
へ
。

西
部
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
が
開
き
ま
す
。

親
子
体
操
教
室
（
第
1
期
）

と
き
…

４
月
25
日
〜
６
月
27
日
の
毎
週
月
曜
日
午

後
２
時
半
〜
４
時
。
10
回
　
▼
内
容
…
ス

市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁34 - 1111豎 お知らせ

児
童
手
当
（
0
歳
〜
小
学
3
年
生
修
了
前
の
児
童
が
対
象
・
所
得
制
限
あ
り
）
の
申
請
は
お
早
め
に
。
く
わ
し
く
は
、
市
役
所
児
童
課
へ
。

武
道
、
坐
禅
、
茶
華
道
教
室

西
部
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

〒
631-

0052
中
町
四
八
六
○

蕁
五
二
ー
〇
一
〇
〇

な
ら
や
ま
屋
内
温
水
プ
ー
ル

〒
631-

0801
左
京
五
丁
目
三
ー
一

蕁
七
一
ー
〇
七
七
四
　
薨
七
一
ー
〇
七
七
三

ジ
ュ
ニ
ア
体
操
教
室

西
老
春
の
家

〒
631-

0024
百
楽
園
一
丁
目
九
ー
一
三

蕁
四
一
ー
三
一
五
一
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19

ト
レ
ッ
チ
体
操
、
体
操
遊
び
、
マ
ッ
ト
、

跳
箱
、
低
鉄
棒
な
ど
に
よ
る
体
操
の
基
本

▼
定
員
…
４
〜
５
歳
児
と
保
護
者
10
組

▼
参
加
料
…
１
組
５
千
180
円
　
▼
申
し
込

み
…
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

３
月
15
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
過
去

の
受
講
者
は
不
可

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

３
月
６
日
豸
は
奈
良
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳

競
技
大
会
の
た
め
、
同
プ
ー
ル
は
臨
時
休

館
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
開
放

〈
一
般
開
放
〉

鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
（
法
蓮
町
）

と

き
…
３
月
13
日
豸
・
４
月
10
日
豸
午
前
９

時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時
　
▼
種
目

…
陸
上
競
技
（
投
て
き
は
無
し
）

中
央
体
育
館
（
法
蓮
町
）

と
き
…
３
月
19
日
貍
午
前
９
時
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
４

時
（
受
付
は
午
前
９

時
〜
10
時
・
午
後
１

時
〜
２
時
）

▼
種

目
…
卓
球

と
き
…
４
月
２
日
貍
午
前
９
時
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
は
午
前
９

時
〜
10
時
・
午
後
１
時
〜
２
時
）

▼
種

目
…
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

〈
学
校
5
日
制
開
放
〉

中
央
体
育
館
（
法
蓮
町
）

と
き
…
３

月
12
日
貍
午
前
９
時
半
〜
11
時
半
（
受
付

は
午
前
９
時
〜
９
時
半
）

▼
対
象
…
小

学
生
　
▼
種
目
…
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

【
そ
の
他
】
競
技
場
で
は
運
動
靴
を
、
体

育
館
で
は
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
使
用
の
こ

と
。
用
具
の
あ
る
人
は
持
参
。
学
校
の
ク

ラ
ブ
活
動
で
の
使
用
は
不
可

【
問
い
合
わ
せ
】
中
央
体
育
館
（
蕁
二
四

―
一
五
〇
一
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
が
開
き
ま
す
。

〈
中
央
体
育
館
（
法
蓮
町
）〉

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
　
と
き
…
４
月
12

日
か
ら
火
曜
日
午
前
９
時
半
〜
11
時
半
。

10
回
　
▼
定
員
…
60
人
。
高
齢
者
歓
迎

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
　
と
き
…
４
月
12

日
か
ら
火
曜
日
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
。

10
回
　
▼
定
員
…
60
人
。
高
齢
者
歓
迎

少
年
少
女
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
　
と
き

…
４
月
12
日
か
ら
火

曜
日
午
後
４
時
半
〜

６
時
。
10
回
　
▼
定

員
…
小
学
３
〜
６
年

生
50
人

勤
労
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
　
と
き
…

４
月
12
日
か
ら
火
曜
日
午
後
６
時
半
〜
８

時
半
。
10
回
　
▼
定
員
…
50
人
。
在
勤
・

在
学
も
可

〈
中
央
第
二
体
育
館
（
法
蓮
町
）〉

健
康
体
操
教
室
　
と
き
…
４
月
12
日
か

ら
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
半
。
10
回

▼
内
容
…
音
楽
を
使
っ
た
リ
ズ
ム
体
操

▼
定
員
…
女
性
80
人

少
年
少
女
体
操
教
室
　
と
き
…
４
月
12

日
か
ら
火
曜
日
午
後
４
時
半
〜
６
時
。
10

回
　
▼
定
員
…
小
学
生
50
人

操
体
法
教
室
　
と
き
…
４
月
12
日
か
ら

火
曜
日
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
。
10
回

▼
内
容
…
自
分
で
で
き
る
肩
こ
り
、
腰
痛

な
ど
の
手
入
法
　
▼
定
員
…
30
人
。
高
齢

者
歓
迎

〈
鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
（
法
蓮
町
）〉

少
年
少
女
陸
上
競
技
教
室
　
と
き
…
４

月
16
日
か
ら
土
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
。

24
回
　
▼
定
員
…
小
学
生
80
人

【
費
用
】
消
耗
品
代
は
自
己
負
担

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
（
小

学
生
は
新
学
年
と
保
護
者
名
も
）、
性
別
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
３
月
15
日
必
着
で

中
央
体
育
館
（
〒
630-

8113
法
蓮
町
一
五
一

六
　
蕁
二
四
―
一
五
〇
一
）
へ
。
１
枚
に

一
人
１
教
室
限
り
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

相
撲
教
室

と
き
…
４
月
３
日
〜
11
月
27
日
の
毎
週

日
曜
日
午
後
１
時
半
〜
４
時
　
▼
と
こ
ろ

…
鴻
ノ
池
運
動
公
園
相
撲
場
（
法
蓮
町
）

▼
対
象
…
新
小
学
生
以
上
　
▼
費
用
…
年

間
の
傷
害
保
険
料
は
自
己
負
担
　
▼
問
い

合
わ
せ
…
市
相
撲
協
会
の
更
科
さ
ん
（
蕁

二
四
―
〇
一
一
三
）
へ
。

県
民
体
育
大
会
（
水
泳
競
技
）

出
場
者
奈
良
市
予
選
会

と
き
…
４
月
23
日
貍
午
前
９
時
　
▼
と

こ
ろ
…
な
ら
や
ま
屋
内
温
水
プ
ー
ル
（
左

京
五
丁
目
）

▼
参
加
資
格
…
４
月
１
日

現
在
で
16
歳
以
上
の
、
７
月
３
日
開
催
の

県
民
体
育
大
会
に
出
場
で
き
る
人
　
▼
競

技
種
目
（
一
人
1
種
目
）
…
中
学
卒
業
〜

19
歳
未
満
・
19
〜
30
歳
未
満
・
30
〜
40
歳

未
満
・
40
〜
50
歳
未
満
・
50
〜
60
歳
未

満
・
60
歳
以
上
の
各
男
女
の
自
由
形
、
平

泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、
個
人
メ

ド
レ
ー
。
各
種
目
ご
と
で
距
離
等
が
異
な

る
た
め
、
市
役
所
体
育
課
備
え
付
け
の
実

施
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
　
▼
申
し

込
み
…
同
課
備
え
付
け
の
用
紙
ま
た
は
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
性
別
、

生
年
月
日
、
参
加
種

目
（
エ
ン
ト
リ
ー
タ

イ
ム
）
を
書
い
て
、

３
月
31
日
必
着
で
同

課
へ
　
▼
問
い
合
わ

せ
…
市
水
泳
連
盟
の

厚
井
さ
ん
（
蕁
四
八
―
八
二
九
一
）
へ
。

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

全
国
大
会
出
場
選
手
の
選
考
会
を
兼
ね

て
い
ま
す
。

競
技
・
日
程
…
４
月
24
日
豸
…
卓
球
・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
県
心
身
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
県
立
高

等
養
護
学
校
。
５
月
15
日
豸
…
水
泳
＝
県

営
屋
内
温
水
プ
ー
ル
。
５
月
22
日
豸
…
陸

上
競
技
＝
県
立
橿
原
公
苑
陸
上
競
技
場

（
雨
天
決
行
）。
５
月
29
日
豸
…
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
・
サ
ッ
カ
ー
＝
県
立
高
等
養

護
学
校
、
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
＝
県
立

教
育
研
究
所
　
▼
参
加
資
格
…
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
、
今
年
４
月
１
日
で
満
年
齢
13
歳

以
上
の
人
　
▼
申
し
込
み
…
市
役
所
障
が

い
福
祉
課
備
え
付
け
の
用
紙
で
、
３
月
24

日
必
着
で
同
課
へ
。
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ス
ポ
ー
ツ
教
室

県
民
体
育
大
会
（
水
泳
競
技
）

出
場
者
奈
良
市
予
選
会

相
撲
教
室

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
開
放

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会



〈
椿
井
地
区
〉

松
田
知
子
（
樽
井
町
）

今
西
泰
宏

（
上
三
条
町
）

末
闊
驪
（
下
三
条
町
）

浅
岡
貞
夫
（
油
阪
地
方
町
）

赤
井
知

代
（
登
大
路
町
）

飯
田
善
之
（
三
条

町
）

中
尾
清
司
（
西
寺
林
町
）

菅

川
秀
信
（
奥
子
守
町
）

佐
原
房
子

（
三
条
町
）

植
田
驪
（
東
向
南
町
）

西
山
ひ
と
み
（
小
川
町
）

梅
木
宣
子

（
漢
国
町
）

北
島
義
孝
（
阿
字
万
字
町
）

岡
本
令
子
（
光
明
院
町
）

坪
内
良
江

（
高
御
門
町
）

藤
井
久
子
（
油
阪
地
方

町
）

〈
飛
鳥
地
区
〉

増
田
俊
子
（
高
畑
町
）

西
村
節
子

（
南
紀
寺
町
五
丁
目
）

竹
安
博
三
（
紀

寺
町
）

農
澤
和
子
（
高
畑
町
）

山

下
君
江
（
高
畑
町
）

佐
長
久
美
（
東

紀
寺
町
一
丁
目
）

鐡
原
惇
（
紀
寺
町
）

田
邉
美
佐
子
（
紀
寺
町
）

南
畑
昇

（
南
紀
寺
町
四
丁
目
）

福
田
尹
希
子

（
紀
寺
町
）

大
西
昇
（
紀
寺
町
）

藪

良
子
（
高
畑
町
）

丸
野
洋
子
（
紀
寺

町
）

入
江
文
江
（
高
畑
町
）

中
村

澄
子
（
紀
寺
町
）

奥
進
（
高
畑
町
）

辰
巳
千
佳
子
（
紀
寺
町
）

山
根
隆

（
東
紀
寺
町
二
丁
目
）

更
科
欣
嗣
（
白

毫
寺
町
）

武
内
良
子
（
十
輪
院
町
）

鈴
木
博
人
（
高
畑
町
）

上
手
康
弘

（
鵲
町
）

桐
山
清
子
（
高
畑
町
）

宮

前
冨
美
子
（
東
紀
寺
町
三
丁
目
）

久

保
英
雄
（
南
紀
寺
町
二
丁
目
）

平
野

い
そ
の
（
南
紀
寺
町
三
丁
目
）

米
澤

照
代
（
南
紀
寺
町
一
丁
目
）

前
田
昭

（
高
畑
町
）

畑
中
常
（
公
納
堂
町
）

小
野
錬
一
（
紀
寺
町
）

熱
田
昭
江

（
高
畑
町
）

奥
田
晴
子
（
高
畑
町
）

〈
鼓
阪
地
区
〉

秋
田
久
子
（
今
在
家
町
）

扇
田
定

子
（
川
上
町
）

楠
田
千
之
助
（
東
笹

鉾
町
）

水
谷
美
和
子
（
押
上
町
）

勝
矢
陽
子
（
川
上
町
）

上
司
永
照

（
雑
司
町
）

林
新
一
（
東
包
永
町
）

飛
田
カ
ツ
子
（
青
山
六
丁
目
）

井
倉

亀
代
司
（
青
山
七
丁
目
）

松
村
一
郎

（
東
之
阪
町
）

横
田
シ
ゲ
子
（
雑
司
町
）

島
本
由
紀
子
（
青
山
八
丁
目
）

小
中

山
匡
子
（
青
山
七
丁
目
）

村
田
伊
代

子
（
奈
良
阪
町
）

渡
邊
良
憲
（
北
御

門
町
）

頏
村
好
弘
（
今
小
路
町
）

春
田
充
代
（
般
若
寺
町
）

黒
瀬
礼
子

（
般
若
寺
町
）

小
西
寿
恵
子
（
東
之
阪

町
）

井
手
惠
美
子
（
油
留
木
町
）

荒
木
道
博
（
手
貝
町
）

川
合
光
夫

（
中
ノ
川
町
）

山
田
ヱ
ミ
子
（
青
山
一

丁
目
）

松
村
明
（
奈
良
阪
町
）

前

田
幾
子
（
川
上
町
）

中
村
信
子
（
般

若
寺
町
）

貝
本
益
己
（
青
山
八
丁
目
）

扇
田
淳
子
（
雑
司
町
）

岩
井
和
子

（
奈
良
阪
町
）

〈
佐
保
台
地
区
〉

藤
原
多
恵
子
（
佐
保
台
三
丁
目
）

岡
闢
一
藏
（
佐
保
台
二
丁
目
）

堤
君

子
（
佐
保
台
二
丁
目
）

齋
藤
眞
夫

（
佐
保
台
二
丁
目
）

日
闍
勝
彦
（
佐
保

台
二
丁
目
）

武
石
恭
子
（
佐
保
台
三

丁
目
）

〈
済
美
地
区
〉

川
口
理
一
郎
（
南
京
終
町
）

岩
井

宏
彦
（
北
京
終
町
）

梶
田
歌
子
（
西

木
辻
町
）

稲
葉
幸
子
（
中
辻
町
）

飯
田
温
子
（
京
終
地
方
西
側
町
）

西

林
政
次
（
元
興
寺
町
）

大
川
博
文

（
杉
ヶ
町
）

小
橋
秋
光
（
大
森
町
）

稲
田
康
次
（
西
木
辻
町
）

森
田
和
子

（
西
新
屋
町
）

岡
本
享
子
（
南
魚
屋
町
）

西
田
史
都
子
（
杉
ヶ
町
）

今
中
陽
子

（
西
木
辻
町
）

久
保
嘉
章
（
西
木
辻
町
）

増
森
茂
樹
（
東
木
辻
町
）

中
頏
良
子

（
南
京
終
町
一
丁
目
）

北
岡
明
（
西
木

辻
町
）

林
原
明
美
（
南
京
終
町
一
丁

目
）

藤
井
清
司
（
南
袋
町
）

杉
本

素
子
（
南
城
戸
町
）

北
郁
代
（
大
森

町
）

松
井
善
子
（
肘
塚
町
）

宮
川

絢
子
（
肘
塚
町
）

塩
井
由
男
（
南
魚

屋
町
）

中
川
鈴
枝
（
瓦
堂
町
）

〈
済
美
南
地
区
〉

鐡
田
勝
亮
（
南
京
終
町
）

岡
本
鐡

永
（
南
京
終
町
七
丁
目
）

中
田
亮

（
桂
木
町
）

西
岡
和
子
（
南
京
終
町
五

丁
目
）

畑
野
弘
子
（
南
京
終
町
四
丁

目
）

小
幡
睦
子
（
桂
木
町
）

田
中

幸
子
（
南
京
終
町
三
丁
目
）

萩
原
ミ

チ
子
（
南
京
終
町
四
丁
目
）

上
野
泰

照
（
南
京
終
町
三
丁
目
）

杉
原
久
美

子
（
南
京
終
町
）

福
隅
三
八
子
（
南

京
終
町
）

石
井
和
代
（
南
京
終
町
）

〈
佐
保
地
区
〉

金
澤
洋
子
（
法
蓮
町
）

河
原
ミ
ナ

子
（
法
蓮
町
）

植
原
弘
美
（
法
蓮
町
）

宮
本
欣
哉
（
北
市
町
）

田
村
美
子

（
芝
辻
町
）

冨
岡
才
晏
（
法
蓮
町
）

福
岡
京
子
（
法
蓮
町
）

阪
原
芳
子

（
法
蓮
町
）

野
崎
善
男
（
東
向
北
町
）

八
木
冨
造
（
鍋
屋
町
）

三
好
英
夫

（
西
包
永
町
）

佐
藤
昌
幸
（
法
蓮
町
）

田
中
義
也
（
南
半
田
中
町
）

樫
原
一

好
（
押
小
路
町
）

嶋
田
昌
之
（
高
天

市
町
）

鏑
木
益
（
半
田
開
町
）

上

垣
博
俊
（
北
市
町
）

井
田
梅
子
（
法

蓮
町
）

島
津
幸
男
（
北
袋
町
）

北

條
幹
二
（
北
小
路
町
）

大
矢
壽
子

（
法
蓮
町
）

大
島
國
裕
（
法
蓮
町
）

寺
口
二
三
子
（
芝
辻
町
）

闊
岡
和
代

（
法
蓮
町
）

染
野
昌
義
（
法
蓮
町
）

松
尾
文
雄
（
法
蓮
町
）

久
保
田
洋
子

（
法
蓮
町
）

岡
原
昌
美
（
法
蓮
町
）

小
林
新
一
（
西
新
在
家
町
）

〈
大
宮
地
区
〉

奥
田
順
美
（
油
阪
町
）

艸
香
和
子

（
大
宮
町
四
丁
目
）

森
山
昇
（
大
宮
町

三
丁
目
）

伊
藤
千
勢
子
（
大
宮
町
二

丁
目
）

植
原
敏
子
（
大
宮
町
二
丁
目
）

楠
本
八
重
子
（
三
条
大
宮
町
）

橋
本

幸
美
（
油
阪
町
）

北
浦
啓
子
（
三
条

大
路
一
丁
目
）

谷
口
正
浩
（
大
宮
町

四
丁
目
）

宮
本
慈
代
（
三
条
添
川
町
）

赤
坂
昌
子
（
三
条
宮
前
町
）

森
村
弘

江
（
大
宮
町
一
丁
目
）

櫻
井
寛
明

（
油
阪
町
）

北
邨
學
（
三
条
町
）

小

村
綾
子
（
大
宮
町
四
丁
目
）

G
中
千

枝
子
（
大
宮
町
二
丁
目
）

岡
田
健
一

郎
（
三
条
大
路
一
丁
目
）

猪
坂
博
司

（
三
条
本
町
）

中
窪
克
（
大
宮
町
三
丁

目
）

顴
田
律
子
（
大
宮
町
二
丁
目
）

中
村
榮
子
（
大
宮
町
七
丁
目
）

牧
之

内
幸
子
（
三
条
本
町
）

迫
田
繁
樹

（
大
宮
町
四
丁
目
）

赤
坂
幸
子
（
三
条

添
川
町
）

〈
佐
保
川
地
区
〉

奥
森
一
章
（
芝
辻
町
三
丁
目
）

塚

本
健
司
（
法
華
寺
町
）

福
井
清
高

（
法
蓮
町
）

今
村
敦
子
（
法
華
寺
町
）

西
田
哲
三
（
法
華
寺
町
）

慶
田
あ
を

い
（
佐
紀
町
）

久
野
陽
子
（
法
華
寺

町
）

木
田
好
子
（
芝
辻
町
三
丁
目
）

金
野
有
子
（
法
華
寺
町
）

島
田
正
一

（
芝
辻
町
三
丁
目
）

浅
野
玲
子
（
芝
辻

町
二
丁
目
）

川
崎
驪
司
（
法
華
寺
町
）

水
野
耐
子
（
芝
辻
町
一
丁
目
）

西
田

昌
子
（
芝
辻
町
二
丁
目
）

小
久
保
美

紗
子
（
芝
辻
町
二
丁
目
）

本
田
愛
子

（
法
華
寺
町
）

〈
都
跡
地
区
〉

山
下
常
治
（
佐
紀
町
）

城
本
悦
子

（
佐
紀
町
）

溝
邉
美
行
（
佐
紀
町
）

岡
本
潤
一
（
佐
紀
町
）

太
田
昌
也

（
佐
紀
町
）

坂
井
敬
子
（
二
条
町
一
丁

目
）

藤
川
光
代
（
二
条
町
二
丁
目
）

寺
山
弘
行
（
尼
辻
中
町
）

勝
村
一
郎

（
尼
辻
西
町
）

中
橋
英
子
（
二
条
大
路

南
四
丁
目
）

吉
田
和
夫
（
三
条
大
路

五
丁
目
）

中
島
弘
（
四
条
大
路
二
丁

目
）

木
村
絹
子
（
四
条
大
路
二
丁
目
）
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困
っ
た
時
の
良
き
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
七
百
三
十
人

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住
民
が

抱
え
る
生
活
上
の
諸
問
題
の
解
決
や
、
児
童

の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
、
住
民
の
「
良
き
相

談
相
手
」
と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
、

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
１
日
付
で
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
ら
れ
た
人
は
次
の
と
お
り
で

す（
カ
ッ
コ
内
は
住
所
、敬
称
略
・
順
不
同
）。
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永
尾
靖
子
（
四
条
大
路
三
丁
目
）

辰

己
尚
代
（
三
条
大
路
三
丁
目
）

増
田

惠
美
子
（
三
条
大
路
四
丁
目
）

中
根

昇
（
四
条
大
路
四
丁
目
）

村
田
幸
三

（
尼
辻
南
町
）

保
川
隆
（
五
条
町
）

上
総
勝
彦
（
六
条
町
）

岡
田
幸
治

（
五
条
町
）

岡
嶋
文
子
（
六
条
町
）

岡
本
豊
（
柏
木
町
）

北
野
陽
子
（
七

条
東
町
）

河
村
允
子
（
二
条
町
一
丁

目
）

安
達
　
弘
（
三
条
大
路
五
丁
目
）

〈
六
条
地
区
〉

井
岡
靖
司
（
六
条
二
丁
目
）

冨
士

原
恵
美
子
（
六
条
西
二
丁
目
）

西
川

武
夫
（
六
条
一
丁
目
）

前
田
千
萬
喜

（
五
条
西
二
丁
目
）

松
田
日
出
子
（
六

条
一
丁
目
）

藤
田
裕
康
（
六
条
西
四

丁
目
）

鈴
木
英
夫
（
六
条
三
丁
目
）

中
西
定
雄
（
六
条
西
四
丁
目
）

今
谷

悦
子
（
六
条
西
五
丁
目
）

鐡
田
繁
子

（
七
条
一
丁
目
）

坂
多
壽
子
（
七
条
西

町
一
丁
目
）

青
木
慶
子
（
七
条
西
町

一
丁
目
）

鐡
村
貢
（
七
条
西
町
一
丁

目
）

兒
島
孝
夫
（
赤
膚
町
）

驀
田

芳
明
（
六
条
一
丁
目
）

寺
町
容
子

（
七
条
一
丁
目
）

山
口
良
三
（
七
条
一

丁
目
）

青
木
美
也
子
（
六
条
西
三
丁

目
）

森
本
栄
蔵
（
六
条
西
三
丁
目
）

名
迫
美
野
里
（
六
条
西
六
丁
目
）

福

田
康
夫
（
五
条
二
丁
目
）

久
和
子

（
五
条
西
一
丁
目
）

内
田
の
り
子
（
六

条
二
丁
目
）

土
岐
美
智
子
（
六
条
西

二
丁
目
）

〈
大
安
寺
地
区
〉

森
本
勝
也
（
八
条
一
丁
目
）

前
本

義
一
（
八
条
一
丁
目
）

米
田
忠
（
大

安
寺
七
丁
目
）

大
西
岩
次
（
大
安
寺

四
丁
目
）

市
川
將
（
大
安
寺
二
丁
目
）

大
西
敏
成
（
大
安
寺
二
丁
目
）

武
野

美
知
子
（
大
安
寺
四
丁
目
）

熊
木
久

見
子
（
大
安
寺
五
丁
目
）

大
西
宏
枝

（
大
安
寺
四
丁
目
）

佐
野
カ
ズ
子
（
大

安
寺
五
丁
目
）

荒
堀
勉
（
大
安
寺
七

丁
目
）

梶
本
和
子
（
大
安
寺
六
丁
目
）

片
山
俊
博
（
大
安
寺
一
丁
目
）

谷
村

律
子
（
大
安
寺
七
丁
目
）

藤
川
惠
世

（
大
安
寺
五
丁
目
）

〈
大
安
寺
西
地
区
〉

増
井
満
利
子
（
恋
の
窪
二
丁
目
）

稲
留
ト
シ
ヱ
（
四
条
大
路
南
町
）

中

井
久
子
（
四
条
大
路
一
丁
目
）

中
島

建
日
子
（
恋
の
窪
三
丁
目
）

泉
き
ぬ

子
（
三
条
桧
町
）

久
保
田
ヤ
ヨ
ミ

（
大
森
西
町
）

久
萬
那
枝
（
四
条
大
路

一
丁
目
）

木
村
稜
孔
（
恋
の
窪
一
丁

目
）

闍
橋
勝
子
（
四
条
大
路
一
丁
目
）

田
村
英
子
（
三
条
栄
町
）

豊
住
榮
信

（
三
条
川
西
町
）

霖
野
基
之
（
大
安
寺

西
一
丁
目
）

田
中
仁
美
（
三
条
桧
町
）

岩
井
博
子
（
三
条
栄
町
）

勝
島
啓
司

（
大
森
西
町
）

栗
野
照
美
（
四
条
大
路

南
町
）

〈
東
市
地
区
〉

宮
本
安
正
（
古
市
町
）

山
下
惠
子

（
古
市
町
）

藤
本
佳
代
（
古
市
町
）

藤
本
正
勝
（
古
市
町
）

中
川
多
香
子

（
古
市
町
）

中
尾
榮
子
（
古
市
町
）

川
本
京
子
（
古
市
町
）

中
尾
エ
ツ
子

（
古
市
町
）

中
村
正
治
（
古
市
町
）

中
村
昌
子
（
古
市
町
）

櫻
木
和
雄

（
古
市
町
）

西
口
信
子
（
古
市
町
）

紀
平
寛
治
（
古
市
町
）

杉
本
高
子

（
古
市
町
）

浅
田
枡
夫
（
藤
原
町
）

鹿
野
幸
子
（
鹿
野
園
町
）

今
里
文
子

（
八
島
町
）

岡
本
幸
子
（
横
井
三
丁
目
）

久
堀
周
子
（
横
井
二
丁
目
）

鐡
田
良

秋
（
古
市
町
）

嶋
田
昌
子
（
横
井
一

丁
目
）

鐡
田
勝
美
（
横
井
二
丁
目
）

千
葉
香
代
子
（
古
市
町
）

川
北
和
子

（
古
市
町
）

〈
明
治
地
区
〉

辰
巳
雅
則
（
北
永
井
町
）

藤
次
弘

（
北
永
井
町
）

桐
山
利
雄
（
北
之
庄
町
）

福
井
義
博
（
横
井
六
丁
目
）

山
田
俊

弘
（
南
永
井
町
）

三
木
敬
子
（
南
永

井
町
）

福
井
勲
（
神
殿
町
）

齋
藤

由
紀
子
（
神
殿
町
）

難
波
し
ず
子

（
神
殿
町
）

宮
川
敏
（
神
殿
町
）

中

岡
千
代
子
（
神
殿
町
）

加
藤
大
策

（
神
殿
町
）

米
島
啓
造
（
出
屋
敷
町
）

坂
本
紀
美
子
（
北
永
井
町
）

中
島
紀

代
子
（
神
殿
町
）

〈
辰
市
地
区
〉

坪
井
和
枝
（
東
九
条
町
）

上
原
精

（
東
九
条
町
）

西
畑
茂
（
東
九
条
町
）

森
下
隆
秋
（
東
九
条
町
）

益
田
比
佐

子
（
東
九
条
町
）

野
村
清
子
（
東
九

条
町
）

杉
浦
清
（
東
九
条
町
）

鐡

田
太
三
（
東
九
条
町
）

辻
ノ
内
久
義

（
西
九
条
町
）

堀
井
尚
子
（
西
九
条
町
）

中
山
靖
昭
（
杏
町
）

丸
山
庸
誉
（
杏

町
）

西
口
清
（
杏
町
）

湊
義
夫

（
東
九
条
町
）

中
野
佳
秀
（
東
九
条
町
）

中
正
之
（
東
九
条
町
）

和
佐
信
子

（
東
九
条
町
）

上
杉
繁
信
（
杏
町
）

鐡
岡
玉
枝
（
杏
町
）

守
西
一
明
（
東

九
条
町
）

中
室
篤
子
（
東
九
条
町
）

吉
岡
晃
世
（
杏
町
）

〈
帯
解
地
区
〉

中
川
加
年
子
（
今
市
町
）

森
川
俊

男
（
今
市
町
）

大
西
ト
モ
子
（
今
市

町
）

鈴
木
啓
之
（
柴
屋
町
）

小
林

安
義
（
山
町
）

中
井
慶
一
郎
（
山
町
）

藤
本
宜
史
（
窪
之
庄
町
）

鳥
居
昌
野

（
田
中
町
）

松
井
ヒ
ロ
子
（
池
田
町
）

橋
本
清
（
田
中
町
）

服
部
明
（
田
中

町
）

〈
精
華
地
区
〉

裏
野
秀
嗣
（
米
谷
町
）

奥
田
喜
美

代
（
北
椿
尾
町
）

鈴
木
裕
子
（
中
畑

町
）

西
森
良
純
（
高
樋
町
）

増
田

進
（
興
隆
寺
町
）

下
裏
菊
子
（
米
谷

町
）

橋
本
眞
智
子
（
菩
提
山
町
）

〈
平
城
地
区
〉

笹
尾
正
道
（
押
熊
町
）

米
澤
美
代

子
（
押
熊
町
）

大
島
谷
博
之
（
中
山

町
）

吉
田
俊
章
（
中
山
町
）

馬
場

稔
子
（
中
山
町
）

大
野
邦
子
（
中
山

町
）

井
上
修
子
（
山
陵
町
）

太
田

克
子
（
山
陵
町
）

松
田
健
一
（
山
陵

町
）

阪
本
收
（
山
陵
町
）

片
岡
時

子
（
山
陵
町
）

冨
本
安
雄
（
山
陵
町
）

木
村
孝
照
（
秋
篠
町
）

山
口
清
晴

（
秋
篠
町
）

嶋
田
良
子
（
秋
篠
町
）

坂
井
昌
子
（
秋
篠
町
）

平
田
宣
子

（
中
山
町
）

山
中
澤
子
（
秋
篠
町
）

中
谷
和
子
（
秋
篠
早
月
町
）

中
村
史

郎
（
秋
篠
早
月
町
）

梶
谷
昭
子
（
秋

篠
三
和
町
一
丁
目
）

畑
中
勝
子
（
秋

篠
三
和
町
二
丁
目
）

溝
邉
好
宣
（
敷

島
町
二
丁
目
）

池
田
友
子
（
敷
島
町

一
丁
目
）

山
本
眞
弓
（
歌
姫
町
）

成
田
秋
雄
（
山
陵
町
）

中
谷
美
恵
子

（
押
熊
町
）

鐡
村
照
代
（
歌
姫
町
）

〈
伏
見
地
区
〉

橋
本
利
子
（
西
大
寺
小
坊
町
）

西

田
清
吉
（
西
大
寺
新
田
町
）

岡
本
光

令
（
西
大
寺
新
田
町
）

今
中
正
夫

（
西
大
寺
野
神
町
一
丁
目
）

下
櫻
圭
子

（
西
大
寺
野
神
町
二
丁
目
）

岡
本
惠
美

子
（
西
大
寺
芝
町
一
丁
目
）

真
鍋
清

美
（
西
大
寺
芝
町
二
丁
目
）

木
村
豊

子
（
菅
原
町
）

藤
田
智
映
子
（
菅
原

町
）

原
田
満
（
菅
原
町
）

林
美
幸

（
西
大
寺
新
池
町
）

佐
伯
和
惠
（
若
葉

台
三
丁
目
）

玉
置
和
子
（
若
葉
台
四

丁
目
）

宮
内
睦
栄
（
青
野
町
）

中

西
ヒ
サ
子
（
疋
田
町
二
丁
目
）

大
垣

教
夫
（
疋
田
町
三
丁
目
）

杉
原
孝

（
宝
来
町
）

齋
藤
佳
代
（
西
大
寺
国
見

町
一
丁
目
）

平
本
英
彦
（
西
大
寺
国

見
町
一
丁
目
）

島
岡
尚
子
（
西
大
寺

国
見
町
二
丁
目
）

松
本
惠
美
子
（
疋

田
町
一
丁
目
）

柴
田
美
也
子
（
西
大

寺
国
見
町
一
丁
目
）

藤
村
陽
子
（
西

大
寺
新
田
町
）

中
島
百
合
子
（
西
大

寺
小
坊
町
）

〈
伏
見
南
地
区
〉

歌
川
修
（
宝
来
一
丁
目
）

池
田
春

美
（
宝
来
二
丁
目
）

三
好
理
照
（
宝

来
三
丁
目
）

吉
川
誉
子
（
宝
来
四
丁

目
）

向
川
基
男
（
平
松
一
丁
目
）

山
田
良
子
（
平
松
二
丁
目
）

河
井
文

子
（
平
松
三
丁
目
）

橋
爪
洋
代
（
平

松
四
丁
目
）

米
良
祝
子
（
平
松
五
丁

目
）

高
木
惠
子
（
五
条
一
丁
目
）

森
田
春
海
（
五
条
畑
一
丁
目
）

小
川

惠
子
（
平
松
三
丁
目
）

河
田
由
加
里

（
宝
来
三
丁
目
）

〈
西
大
寺
北
地
区
〉

小
泉
孝
子
（
西
大
寺
赤
田
町
二
丁
目
）

榊
芳
子
（
西
大
寺
北
町
三
丁
目
）

村

田
武
子
（
西
大
寺
新
町
一
丁
目
）

岡

本
好
央
（
西
大
寺
北
町
一
丁
目
）

山

口
和
男
（
西
大
寺
新
町
一
丁
目
）

尾

闢
岩
重
（
西
大
寺
新
町
二
丁
目
）

上

田
良
子
（
西
大
寺
竜
王
町
一
丁
目
）

亀
田
玲
子
（
西
大
寺
東
町
二
丁
目
）

谷
川
友
子
（
西
大
寺
赤
田
町
一
丁
目
）

中
谷
茂
（
西
大
寺
本
町
）

池
田
利
賢

（
西
大
寺
宝
ケ
丘
）

瀬
下
美
稲
子
（
西

大
寺
新
池
町
）

笹
岡
佳
　
子
（
西
大

寺
本
町
）

山
中
朋
子
（
西
大
寺
宝
ヶ

丘
）
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〈
あ
や
め
池
地
区
〉

山
邊
英
子
（
あ
や
め
池
南
一
丁
目
）

谷
艶
子
（
あ
や
め
池
南
二
丁
目
）

國

分
昭
則
（
あ
や
め
池
南
三
丁
目
）

二

宮
律
子
（
あ
や
め
池
南
四
丁
目
）

源

貴
美
子
（
あ
や
め
池
南
五
丁
目
）

田

中
悦
子
（
あ
や
め
池
南
六
丁
目
）

長

谷
川
早
苗
（
あ
や
め
池
南
七
丁
目
）

金
戸
康
子
（
あ
や
め
池
南
八
丁
目
）

向
川
勝
子
（
あ
や
め
池
北
一
丁
目
）

北
野
き
よ
美
（
あ
や
め
池
北
三
丁
目
）

杉
政
千
佳
子
（
あ
や
め
池
南
六
丁
目
）

山
本
驪
子
（
あ
や
め
池
南
一
丁
目
）

篠
原
ひ
ろ
み
（
あ
や
め
池
南
四
丁
目
）

〈
鶴
舞
地
区
〉

中
村
和
子
（
学
園
朝
日
町
）

大
谷

和
子
（
学
園
朝
日
元
町
二
丁
目
）

小

山
次
子
（
鶴
舞
東
町
）

軽
部
美
智
子

（
学
園
朝
日
町
）

宮
内
順
子
（
鶴
舞
東

町
）

竜
田
和
子
（
鶴
舞
東
町
）

安

喜
順
子
（
学
園
朝
日
元
町
一
丁
目
）

北
山
昌
子
（
鶴
舞
東
町
）

冨
澤
幸
代

（
学
園
朝
日
元
町
一
丁
目
）

速
水
鈴
子

（
鶴
舞
東
町
）

大
倉
多
恵
（
学
園
朝
日

元
町
一
丁
目
）

宮
崎
和
子
（
学
園
朝

日
町
）

加
野
幸
男
（
学
園
朝
日
元
町

二
丁
目
）

伊
藤
志
保
子
（
学
園
北
二

丁
目
）

佐
々
木
さ
ち
子
（
学
園
北
二

丁
目
）

竹
内
輝
美
（
学
園
朝
日
町
）

鶴
田
佳
世
子
（
学
園
朝
日
元
町
一
丁
目
）

〈
学
園
南
地
区
〉

熊
澤
信
（
学
園
南
一
丁
目
）

松

佳
子
（
学
園
南
二
丁
目
）

森
田
仁
司

（
学
園
南
二
丁
目
）

川
崎
義
博
（
学
園

南
二
丁
目
）

梶
浦
き
わ
み
（
学
園
南

三
丁
目
）

櫻
井
一
穂
（
学
園
南
一
丁

目
）

〈
学
園
三
碓
地
区
〉

小
川
一
人
（
西
千
代
ケ
丘
一
丁
目
）

村
上
明
子
（
学
園
大
和
町
二
丁
目
）

小
　
則
子
（
学
園
大
和
町
五
丁
目
）

打
込
明
子
（
西
千
代
ケ
丘
一
丁
目
）

橋
本
彰
彦
（
学
園
大
和
町
三
丁
目
）

加
藤
宏
子
（
学
園
大
和
町
四
丁
目
）

川
上
志
郎
（
三
碓
一
丁
目
）

廣
田
榮

子
（
学
園
大
和
町
二
丁
目
）

中
村
昭

二
（
西
千
代
ケ
丘
三
丁
目
）

大
野
都

（
三
碓
一
丁
目
）

広
瀬
秀
子
（
学
園
中

三
丁
目
）

津
田
和
美
（
学
園
大
和
町

四
丁
目
）

奥
西
利
子
（
三
碓
七
丁
目
）

奥
野
侑
子
（
学
園
大
和
町
一
丁
目
）

宮
武
成
夫
（
学
園
大
和
町
六
丁
目
）

関
戸
三
枝
子
（
三
碓
一
丁
目
）

奥
田

ひ
ろ
み
（
三
碓
三
丁
目
）

前
山
A
子

（
西
千
代
ケ
丘
一
丁
目
）

〈
登
美
ヶ
丘
地
区
〉

野
邊
セ
ツ
子
（
登
美
ヶ
丘
一
丁
目
）

藤
村
秀
子
（
登
美
ヶ
丘
二
丁
目
）

細

田
強
二
（
登
美
ヶ
丘
三
丁
目
）

藤
田

重
光
（
西
登
美
ヶ
丘
一
丁
目
）

安
井

玲
子
（
西
登
美
ヶ
丘
二
丁
目
）

山
本

康
子
（
西
登
美
ヶ
丘
三
丁
目
）

工
藤

益
子
（
西
登
美
ヶ
丘
四
丁
目
）

宮
本

光
之
（
松
陽
台
一
丁
目
）

瀬
崎
三
男

（
松
陽
台
二
丁
目
）

白
石
雅
紀
（
中
登

美
ヶ
丘
一
丁
目
）

佐
藤
彪
（
中
登
美

ヶ
丘
一
丁
目
）

福
井
純
子
（
中
登
美

ヶ
丘
一
丁
目
）

平
井
靖
信
（
中
登
美

ヶ
丘
一
丁
目
）

村
田
知
子
（
中
登
美

ヶ
丘
一
丁
目
）

三
好
道
雄
（
中
登
美

ヶ
丘
一
丁
目
）

岡
村
啓
史
（
中
登
美

ヶ
丘
一
丁
目
）

横
山
弘
美
（
中
登
美

ヶ
丘
一
丁
目
）

森
田
清
（
西
登
美
ヶ

丘
二
丁
目
）

漆
島
和
子
（
中
登
美
ヶ

丘
一
丁
目
）

高
島
闊
行
（
中
登
美
ヶ

丘
四
丁
目
）

出
口
幸
子
（
西
登
美
ヶ

丘
二
丁
目
）

池
見
綾
野
（
中
登
美
ヶ

丘
一
丁
目
）

天
野
イ
ザ
ベ
ル
文
子

（
中
登
美
ヶ
丘
四
丁
目
）

島
岡
成
子

（
登
美
ヶ
丘
一
丁
目
）

清
水
幸
子
（
中

登
美
ヶ
丘
一
丁
目
）

〈
富
雄
地
区
〉

闍
橋
惠
子
（
富
雄
北
三
丁
目
）

砂

野
秀
碩
（
富
雄
元
町
三
丁
目
）

松
山

基
則
（
三
松
三
丁
目
）

宮
西
驪
雄

（
富
雄
元
町
四
丁
目
）

細
川
俊
弘
（
富

雄
北
二
丁
目
）

平
井
親
司
（
学
園
中

四
丁
目
）

鐡
川
正
美
（
富
雄
元
町
一

丁
目
）

永
野
典
子
（
富
雄
元
町
二
丁

目
）

楠
田
久
美
（
富
雄
北
一
丁
目
）

貝
本
龍
彦
（
富
雄
川
西
一
丁
目
）

森

朱
美
（
富
雄
川
西
二
丁
目
）

西
村
武

（
富
雄
北
三
丁
目
）

細
井
重
弘
（
富
雄

北
一
丁
目
）

岡
本
涼
子
（
富
雄
元
町

一
丁
目
）

古
賀
敬
子
（
三
松
二
丁
目
）

松
村
雅
代
（
学
園
大
和
町
六
丁
目
）

平
井
洋
三
（
富
雄
北
一
丁
目
）

谷
村

輝
夫
（
三
松
一
丁
目
）

上
城
戸
栄
子

（
富
雄
元
町
一
丁
目
）

中
島
節
子
（
富

雄
川
西
一
丁
目
）

〈
富
雄
南
地
区
〉

榊
野
博
司
（
中
町
）

闊
淵
常
彦

（
中
町
）

大
川
紀
興
（
中
町
）

青
井

國
驪
（
中
町
）

山
口
の
ぶ
子
（
中
町
）

西
本
博
（
中
町
）

吉
田
善
雄
（
石
木

町
）

奥
戸
憲
一
（
大
和
田
町
）

津

田
忠
顴
（
学
園
中
一
丁
目
）

大
藤
親

（
青
垣
台
三
丁
目
）

藤
原
サ
チ
子
（
千

代
ヶ
丘
一
丁
目
）

松
本
光
司
（
千
代

ヶ
丘
二
丁
目
）

冨
岡
進
（
千
代
ヶ
丘

三
丁
目
）

松
井
宏
彰
（
藤
ノ
木
台
二

丁
目
）

松
田
巧
（
藤
ノ
木
台
三
丁
目
）

三
谷
　
弘
（
藤
ノ
木
台
四
丁
目
）

渡

邊
光
英
（
藤
ノ
木
台
三
丁
目
）

中
港

暉
一
（
藤
ノ
木
台
二
丁
目
）

中
川
衛

（
丸
山
一
丁
目
）

中
川
弘
子
（
丸
山
二

丁
目
）

安
村
美
江
（
菅
野
台
）

小

林
陽
（
藤
ノ
木
台
一
丁
目
）

田
中
千

鶴
子
（
千
代
ヶ
丘
一
丁
目
）

金
森
美

貴
子
（
中
町
）

〈
富
雄
第
三
地
区
〉

小
川
ヒ
ロ
ミ
（
富
雄
泉
ヶ
丘
）

岡

闢
ま
り
子
（
帝
塚
山
南
一
丁
目
）

亀

井
順
子
（
帝
塚
山
南
二
丁
目
）

前
田

洋
子
（
帝
塚
山
南
三
丁
目
）

清
水
勝

子
（
帝
塚
山
南
四
丁
目
）

塚
闢
文
子

（
帝
塚
山
南
五
丁
目
）

杉
岡
鈴
江
（
帝

塚
山
中
町
）

松
本
眞
弓
（
帝
塚
山
二

丁
目
）

梶
光
子
（
帝
塚
山
二
丁
目
）

大
神
圭
司
（
帝
塚
山
二
丁
目
）

峯
ゆ

み
枝
（
帝
塚
山
三
丁
目
）

萩
繁
郎

（
帝
塚
山
五
丁
目
）

小
南
輝
美
（
帝
塚

山
六
丁
目
）

宮
本
惠
美
子
（
帝
塚
山

六
丁
目
）

岡
い
づ
み
（
帝
塚
山
一
丁

目
）

福
井
幸
子
（
帝
塚
山
南
二
丁
目
）

〈
鳥
見
地
区
〉

宮
本
宏
子
（
鳥
見
町
二
丁
目
）

奥

村
勝
良
（
鳥
見
町
二
丁
目
）

筒
江
之

子
（
鳥
見
町
三
丁
目
）

榎
本
純
子

（
鳥
見
町
三
丁
目
）

西
村
ア
ヤ
子
（
鳥

見
町
四
丁
目
）

阿
部
香
代
子
（
鳥
見

町
四
丁
目
）

小
林
和
子
（
鳥
見
町
四

丁
目
）

駒
田
鈴
代
（
鳥
見
町
三
丁
目
）

塩
貝
安
佐
子
（
鳥
見
町
四
丁
目
）

岩

田
健
（
三
松
ヶ
丘
）

天
安
サ
チ
子

（
鳥
見
町
四
丁
目
）

森
孝
子
（
鳥
見
町

四
丁
目
）

粟
根
友
子
（
鳥
見
町
三
丁

目
）

永
沼
東
巳
子
（
鳥
見
町
一
丁
目
）

〈
二
名
地
区
〉

齋
藤
早
苗
（
西
登
美
ヶ
丘
一
丁
目
）

大
波
和
彦
（
二
名
一
丁
目
）

坂
上
洋

美
（
二
名
二
丁
目
）

藤
本
文
代
（
西

登
美
ヶ
丘
五
丁
目
）

宮
闢
久
子
（
西

登
美
ヶ
丘
六
丁
目
）

田
中
敏
夫
（
西

登
美
ヶ
丘
六
丁
目
）

上
野
嘉
子
（
西

登
美
ヶ
丘
七
丁
目
）

櫻
井
夫
佐
子

（
西
登
美
ヶ
丘
八
丁
目
）

礒
谷
好
子

（
西
登
美
ヶ
丘
八
丁
目
）

雨
宮
三
郎

（
松
陽
台
三
丁
目
）

曽
宮
伊
佐
惠
（
大

渕
町
）

〈
青
和
地
区
〉

津
上
b
城
（
学
園
北
一
丁
目
）

西

山
ミ
サ
（
鶴
舞
西
町
）

梅
谷
弥
生

（
鶴
舞
西
町
）

所
司
ト
シ
子
（
鶴
舞
西

町
）

宮
田
茂
樹
（
鶴
舞
西
町
）

中

本
ま
す
ゑ
（
南
登
美
ヶ
丘
）

中
村
陽

子
（
百
楽
園
四
丁
目
）

土
庵
清
子

（
百
楽
園
二
丁
目
）

大
上
賀
津
子
（
学

園
緑
ヶ
丘
二
丁
目
）

西
出
朋
子
（
百

楽
園
五
丁
目
）

蔀
芳
枝
（
学
園
緑
ヶ

丘
三
丁
目
）

日
夏
寛
次
郎
（
百
楽
園

一
丁
目
）

南
千
秋
（
学
園
新
田
町
）

高
階
二
三
子
（
南
登
美
ヶ
丘
）

北
原

加
壽
美
（
南
登
美
ヶ
丘
）

森
山
節
子

（
鶴
舞
西
町
）

〈
平
城
西
地
区
〉

竹
本
輝
男
（
中
山
町
西
二
丁
目
）

氏
家
敬
子
（
中
山
町
西
四
丁
目
）

仕

田
原
順
子
（
中
山
町
西
三
丁
目
）

今

井
道
彦
（
朝
日
町
二
丁
目
）

柏
博
久

（
中
山
町
西
四
丁
目
）

平
尾
定
代
（
朝

日
町
一
丁
目
）

田
邊
駸
（
学
園
朝
日

元
町
二
丁
目
）

今
闢
弘
子
（
中
山
町

西
三
丁
目
）

安
田
和
子
（
朝
日
町
二

丁
目
）

〈
東
登
美
ヶ
丘
地
区
〉

平
岡
靖
介
（
登
美
ヶ
丘
四
丁
目
）

仮
家
正
剛
（
登
美
ヶ
丘
五
丁
目
）

有

吉
好
美
（
登
美
ヶ
丘
六
丁
目
）

永
通

富
美
子
（
東
登
美
ヶ
丘
一
丁
目
）

大

湊
博
子
（
東
登
美
ヶ
丘
二
丁
目
）

高

橋
澄
子
（
東
登
美
ヶ
丘
五
丁
目
）

闍

嶋
貞
夫
（
北
登
美
ヶ
丘
五
丁
目
）

金

田
絹
枝
（
中
登
美
ヶ
丘
二
丁
目
）

横

山
房
子
（
北
登
美
ヶ
丘
四
丁
目
）

大
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道
久
美
子
（
東
登
美
ヶ
丘
一
丁
目
）

石
川
洋
（
登
美
ヶ
丘
五
丁
目
）

〈
田
原
地
区
〉

東
尾
淳
（
長
谷
町
）

山
口
節
子

（
矢
田
原
町
）

西
窪
勉
子
（
杣
ノ
川
町
）

西
岡
一
朗
（
大
野
町
）

大
東
俊
郎

（
誓
多
林
町
）

東
村
豊
史
（
水
間
町
）

山
中
良
之
（
日
笠
町
）

森
崎
隆
弘

（
大
野
町
）

浦
辻
潤
子
（
中
之
庄
町
）

〈
柳
生
地
区
〉

荻
田
精
吾
（
柳
生
町
）

岸
野
勉

（
柳
生
下
町
）

阿
部
司
朗
（
興
ヶ
原
町
）

福
西
正
樹
（
邑
地
町
）

佃
正
次
（
大

保
町
）

山
田
昌
平
（
丹
生
町
）

北

村
勝
美
（
北
野
山
町
）

井
倉
き
み
子

（
北
野
山
町
）

中
西
由
佳
（
邑
地
町
）

神
田
孝
子
（
柳
生
町
）

〈
大
柳
生
地
区
〉

日
口
正
保
（
阪
原
町
）

岡
田
博
文

（
阪
原
町
）

今
中
政
子
（
大
柳
生
町
）

大
南
弘
（
大
柳
生
町
）

顴
田
幸
子

（
大
平
尾
町
）

谷
手
喜
代
子
（
大
平
尾

町
）

松
村
圭
造
（
忍
辱
山
町
）

坊

正
弘
（
大
慈
仙
町
）

中
西
弘
文
（
大

柳
生
町
）

坊
垣
内
大
子
（
大
柳
生
町
）

〈
東
里
地
区
〉

西
窪
弘
之
（
須
川
町
）

窪
田
三
重

子
（
須
川
町
）

其
山
進
（
南
庄
町
）

糸
谷
盛
一
（
中
ノ
川
町
）

奥
田
安
彦

（
平
清
水
町
）

山
本
美
智
子
（
須
川
町
）

中
村
年
子
（
須
川
町
）

〈
狭
川
地
区
〉

前
田
實
美
（
下
狭
川
町
）

西
浦
一

（
下
狭
川
町
）

永
井
幸
次
（
狭
川
両
町
）

中
井
喜
代
子
（
下
狭
川
町
）

奥
田
雅

代
（
西
狭
川
町
）

須
蒲
壽
子
（
広
岡

町
）

〈
神
功
地
区
〉

北
村
忠
雄
（
神
功
一
丁
目
）

橋
本

友
子
（
神
功
一
丁
目
）

梶
野
百
合
子

（
神
功
二
丁
目
）

宮
地
厚
子
（
神
功
三

丁
目
）

田
室
美
智
子
（
神
功
四
丁
目
）

岡
本
貞
夫
（
神
功
五
丁
目
）

穴
見
千

恵
子
（
神
功
六
丁
目
）

竹
本
千
鶴

（
神
功
三
丁
目
）

西
嶋
和
子
（
神
功
二

丁
目
）

〈
右
京
地
区
〉

永
原
芙
貴
子
（
右
京
三
丁
目
）

松

添
康
江
（
右
京
三
丁
目
）

南
埜
千
賀

（
右
京
四
丁
目
）

三
国
良
子
（
右
京
五

丁
目
）

水
本
る
り
子
（
右
京
五
丁
目
）

谷
口
澤
子
（
右
京
五
丁
目
）

田
村
富

美
子
（
右
京
二
丁
目
）

谷
川
ヤ
ス
子

（
右
京
二
丁
目
）

加
藤
博
（
右
京
二
丁

目
）

久
田
う
の
（
右
京
二
丁
目
）

西
村
従
子
（
右
京
三
丁
目
）

〈
朱
雀
地
区
〉

古
川
千
鶴
子
（
朱
雀
一
丁
目
）

友

納
朝
夏
（
朱
雀
二
丁
目
）

田
遠
信
明

（
朱
雀
三
丁
目
）

徳
久
和
子
（
朱
雀
三

丁
目
）

奥
谷
滋
（
朱
雀
五
丁
目
）

山
下
雄
司
（
朱
雀
五
丁
目
）

塩
見
馨

（
朱
雀
六
丁
目
）

大
石
和
子
（
朱
雀
五

丁
目
）

〈
左
京
地
区
〉

谷
尻
東
洋
夫
（
左
京
一
丁
目
）

安

達
行
雄
（
左
京
二
丁
目
）

守
屋
香
代

子
（
左
京
二
丁
目
）

原
田
桂
輔
（
左

京
三
丁
目
）

荻
野
末
子
（
左
京
三
丁

目
）
大
澤
正
光
（
左
京
四
丁
目
）

鶴

岡
知
子
（
左
京
一
丁
目
）

◆10th  Anniversary  YAMAZAKI   MASAYOSHI
ONE  KNIGHT  STAND  TOUR  2005
とき…４月17日豸午後６時　蜷とこ

ろ…同館大ホール　蜷入場料…5,250円。
全席指定　蜷入場券…３月６日午前９
時から同館、午前１０時から電子チケ
ットぴあ（初日特電蕁０５７０―０２
―９５７０、翌日以降０５７０‐０
２‐９９９９　Ｐコード193-488）、ｅ＋で発売開始。同館
の電話予約は７日午前９時から予約専用電話で　蜷問い合
わせ…グリーンズ（蕁０６―６８８２―１２２４）

◆BUCK - TICK  TOUR  2005
とき…４月24日豸午後６時　蜷ところ…同館大ホール

蜷入場料…6,000円。全席指定　蜷入場券…３月５日午前９
時から同館、午前10時からローソンチケット（初日特電蕁
０５７０―０６―３０５４、以降は通常番号・Ｌコード
59017）、電子チケットぴあ（初日のみ特電蕁０５７０―０
２―９５００、以降は通常番号・Ｐコード187-998）、ｅ＋

で発売開始。同館の電話予約
は６日午前９時から予約専用
電話で　蜷問い合わせ…ソー
ゴー大阪（蕁０６―６３４４
―３３２６）へ

◆ASAHI  BEER・SHINSEI  BANK  presents
live  image  essentielle
とき…５月13日貊午後６時半　蜷ところ…同館大ホール
蜷出演…加古隆、木村大、小松亮太、ゴンチチ、葉加瀬太
郎ほか　蜷入場料…7,800円。全席指定、未就学児は不可

蜷入場券…３月５日午前９時
から同館で発売開始。電話
予約は６日午前９時から予
約専用電話で　蜷問い合わせ
…ジェイエムピー（蕁０７
７４―７３―２７６４）へ

◆ウィーン・セレナーデ
とき…６月５日豸午後２時　蜷ところ…同館大ホール

蜷内容…ジプシーヴァイオリンの名門ラカトシュ家６・７
代目の競演とチター・ピアノによるコンサート　蜷曲目…
第三の男、チゴイネル・ワイゼン、モーツァルトのワルツ、
タイスの瞑想曲など　蜷入場料…3,000円。全席指定、未就
学児は不可　蜷入場券…３月４日午前９時から同館、学園
前ホール、北部会館市民文化
ホール、奈良市美術館、市民
サービスコーナーで発売開
始。電話予約は同館のみ５日
午前９時から予約専用電話で

なならら110000年年会会館館催催しし案案内内 〒630-8121三条宮前町７―１
蕁３４―０１００（番号のかけ間違いに注意してください）

【電話予約番号】同館予約専用（蕁３４―０１１１）、ローソンチケット（蕁０５７０―００―０４０３）、電子チケットぴ
あ（蕁０５７０―０２―９９６６）ＣＮプレイガイド（蕁０６―６７７６―１１９９）、ｅ＋（http//eee.eplus.co.jp/）



春
日
公
民
館

か
す
が
生
涯
学
習
一
日
体
験

自
主
グ
ル
ー
プ
の
協
力
で
開
き
ま
す
。

123456789101112

締
め
切
り
…
３
月
17
日
。
申
し
込
み
時

に
希
望
の
体
験
種
目
を
記
入
。
※
印
付
は

要
材
料
費
。

平
城
公
民
館

い
ろ
ん
な
国
の
こ
と
を
知
ろ
う
「
ベ
ト

ナ
ム
は
今
…
」

と
き
…
３
月
23
日
貉
午

後
１
時
半
〜
３
時
半
　
▼
講
師
…
な
ら
グ

リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
代
表
の
岡
谷
よ

し
子
さ
ん
　
▼
定
員
…
成
人
20
人
　
▼
締

め
切
り
…
３
月
15
日
。

平
城
西
公
民
館

同
館
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
学
習
発
表
会

と
き
…
３
月
12
日
貍
午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
…
北
部
会
館
３
階
市
民
文
化
ホ

ー
ル
（
右
京
一
丁
目
）

▼
内
容
…
コ
ー

ラ
ス
、
古
典
芸
能
、
歌
謡
教
室
な
ど
　
▼

申
し
込
み
…
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

平
城
東
公
民
館

お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
、
お
は
な
し
読
ん

で
　
と
き
…
３
月
15
日
貂
午
前
10
時
〜
正

午
　
▼
内
容
…
絵
本
の
選
び
方
や
読
み

方
、
絵
本
の
魅
力
な
ど
　
▼
講
師
…
絵
本

屋
の
平
尾
栄
さ
ん
　
▼
定
員
…
１
歳
ま
で

の
乳
児
と
保
護
者
25
組
。
申
し
込
み
時
に

親
子
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
月
齢
を
記

入
　
▼
締
め
切
り
…
３
月
10
日

笑
顔
で
向
き
合
う
安
心
子
育
て
「
お
母

さ
ん
も
安
心
な
ら
、
子
ど
も
も
安
心
」

と
き
…
３
月
22
日
貂
午
前
10
時
〜
正
午

▼
内
容
…
安
心
子
育
て
に
関
す
る
学
習

▼
講
師
…
ら
く
相
談
室
の
池
添
素
さ
ん

▼
対
象
…
１
歳
ま
で
の
乳
児
と
保
護
者

▼
申
し
込
み
…
不
要
。
午
前
９
時
半
〜
10

時
に
直
接
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。

都
跡
公
民
館

現
代
文
学
講
演
会
・
古
代
史
を
描
い
た

「
松
本
清
張
」

と
き
…
３
月
23
日
貉
午

後
２
時
〜
４
時
　
▼
定
員
…
成
人
50
人

▼
講
師
…
元
大
谷
女
子
大
学
教
授
の
入
江

春
行
さ
ん
　
▼
締
め
切
り
…
３
月
15
日
。

西
部
公
民
館

親
子
で
し
あ
わ
せ
ご
は
ん
　
と
き
…
３

月
25
日
貊
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
　
▼
内

容
…
寿
司
、
ス
ー
プ
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ケ

ー
キ
等
の
調
理
　
▼
定
員
…
小
学
生
と
保

護
者
18
組
　
▼
材
料
費
…
一
人
500
円
　
▼

締
め
切
り
…
３
月
16
日
。

南
部
公
民
館

う
た
ご
え
の
響
く
公
民
館
「
世
界
の
歌

に
春
を
の
せ
て
」

と
き
…
３
月
13
日
豸

午
後
１
時
半
〜
３
時
　
▼
定
員
…
100
人
。

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
　
▼
出
演
…
バ
リ

ト
ン
歌
手
の
坂
本
節
夫
さ
ん
　
▼
曲
目
…

ど
こ
か
で
春
が
、
私
は
雲
に
な
り
た
い
、

お
お
牧
場
は
み
ど
り
他
　
▼
申
し
込
み
…

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
薨
六
二
―

五
九
三
一
）で
３
月
10
日
ま
で
に
同
館
へ
。

各教室への申し込みは、往復はがきに教室
名、住所、氏名（ふりがな）、年齢（学年）、
電話番号を書いて、締め切り日必着で各館へ。
1枚に一人1教室限り。多い場合は抽選。材
料費、交通費等は自己負担。
※開催日は原則を記載しています。詳細は事
前に問い合わせてください。
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■
平
城
西
公
民
館

〒
631-

0804
神
功
四
丁
目
二
五

蕁
七
一
ー
五
七
一
一

■
西
部
公
民
館

〒
631-

0034
学
園
南
三
丁
目
一
ー
五

蕁
四
四
ー
〇
一
〇
一

■
春
日
公
民
館

〒
630-

8141
南
京
終
町
一
丁
目
八
六
ー
一

蕁
六
二
ー
二
二
五
三

■
平
城
公
民
館

〒
631-

0811
秋
篠
町
一
四
六
八

蕁
四
八
ー
三
五
七
八

〈自主活動グループ紹介〉

市生涯学習情報提供システム「ならおっ
と」の登録の中から、生涯学習センターや
公民館で活動するグループを紹介します。

【奈良市民合唱団】（内）混声合唱（入）経
験、年齢不問。毎週土曜日午後６時半～
９時。見学可（数）76人、男22人・女54
人（施）西部公民館（連）蕁４８―０５
５９代表の佐口健之助
【紅（あけ）の会】（内）洋裁・リフォー
ム（入）体験入会可（数）６人、女６人
（施）平城公民館（連）蕁４１―５４３５
代表の上原志津子

略字の説明…（内）＝活動内容（入）＝
入会情報（数）＝会員数、男・女（施）＝
主な活動施設（連）＝連絡先　蜷問い合わ
せ…各活動施設へ。この欄への掲載申請、
「ならおっと」に関する問い合わせは生涯
学習センター（蕁２６―８８１１）へ。

◆生涯学習センターギャラリー展示案内
デッサンの会作品展（主催：同会）…

３月22日貂正午～27日豸午後４時（期間
中は午前９時～午後５時） 蜷問い合わ
せ…同センター（蕁２６―８８１１）へ。

■
平
城
東
公
民
館

〒
631-

0806
朱
雀
六
丁
目
九
ー
一

蕁
七
一
ー
九
六
七
七

■
南
部
公
民
館

〒
630-

8434
山
町
二
七
ー
一

蕁
六
二
ー
五
九
三
一

■
都
跡
公
民
館

〒
630-

8032
五
条
町
二
〇
四
ー
一

蕁
三
四
ー
五
九
五
四

とき３/25貊

体
験
種
目
（
時
間
・
定
員
）

漓
午
前
10
時
滷
午
後
1
時
澆
午
後
3
時

潺
午
後
6
時
半
　
体
験
時
間
は
約
1
時
間
45
分

民
踊
（
漓
20
人
）、
着
付
（
漓
25
人
）、
古
代

史
（
漓
30
人
）、
大
正
琴
（
漓
10
人
）、
フ
ラ

ダ
ン
ス
（
滷
20
人
）、
リ
ズ
ム
体
操
（
滷
15
人
）、

真
美
体
操
（
澆
20
人
）、
健
康
体
操
（
潺
10
人
）

３/26貍

社
交
ダ
ン
ス
（
漓
20
人
）、
※
押
絵
（
漓
10
人
）、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
（
滷
20
人
）、
※
水
墨
画

（
滷
15
人
）、
混
声
コ
ー
ラ
ス
（
潺
20
人
）

３/27豸

※
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
（
漓
小
学
〜
高

校
生
30
人
）、
韓
国
語
入
門
（
漓
10
人
）、
太
極

拳
（
滷
25
人
）、
※
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
（
滷
20
人
）

〈中央公民館主催事業〉
〒630-8228上三条町23-4 蕁26-6506

ストリートミュージシャン・ライブ!!
「ストリートからステージへ」

奈良で活動するストリートミュージシャンの
情熱あふれる「魂の歌声」を
聴いてください。
とき…３月19日貍午後１時
～４時　▼申し込み…不要。
当日直接同館へ。
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●なら女性ネットワーク講演会
とき…３月28日豺午後１時半～３時

半　蜷ところ…市男女共同参画センタ
ー「あすなら」（三条本町） 蜷講師・
演題…弁護士の渡辺和恵さん「女性の
人権ってどんなこと～自分らしく輝い
て生きるために」 蜷問い合わせ…同
センター（蕁３４―１５２５）へ。
●不動産無料相談会
とき…４月１日貊午前10時～午後３

時　蜷ところ…県中小企業会館（登大
路町） 蜷内容…不動産一般相談、税
務相談など　蜷問い合わせ…譖県不動
産鑑定士協会（蕁３５―６９６４）へ。
●奈良年金相談センターが移転
３月22日貂から次の場所へ移転しま

す。現在の施設（奈良近鉄ビル７階内）
は３月18日貊まで利用できます。
移転先…大宮町四丁目２８１新大宮

センタービル１階・蕁３６―６５１４
蜷相談日…月～金曜日（土・日曜日、
祝日を除く）午前８時半～午後５時。
●平城宮跡「拓本づくり」教室
とき…３月20日豸午後１時～３時半

蜷ところ…平城宮跡資料館講堂（佐紀
町） 蜷定員…45人。小学４年生以上
も可　蜷参加料…一人300円　蜷問い合
わせ…ＮＰＯ法人平城宮跡サポートネ
ットワーク（奈良文化財研究所内　蕁
３０―６７５２）へ。
●鹿せんべいとばし大会＆奈良2010年塾
卒塾イベント「鹿本位制」
とき…３月20日豸午前９時～午後３時

半。雨天順延　蜷ところ…若草山山麓、
近鉄奈良駅周辺　蜷募集人数…個人戦は

先着1,000人、団体戦は１チーム３人100
チーム　蜷参加料…当日若草山会場で個
人300円、団体600円の「ＤＥＥＲ券（若
草山山麓地域通貨）」を購入　蜷問い合
わせ…奈良若草山観光振興会（蕁２２―
３６２６）、ＮＰＯ法人奈良元気もんプ
ロジェクト推進会議奈良２０１０年塾事
務局（蕁２４―７７７０）へ。
●奈良筆まつり
とき…３月21日豕午前10時～午後３

時　蜷ところ…菅原天満宮（菅原町）
蜷内容…筆造り体験、筆の製造実演、
筆交換、一字書き、筆の市、筆供養、
蒙恬祭　蜷問い合わせ…奈良毛筆協同
組合（蕁２２―３０２４）へ。
●アルコール問題市民セミナー
とき…３月13日豸午後１時半　蜷と

ころ…かしはら万葉ホール（橿原市）
蜷内容…映画、記念講演、酒害相談コ
ーナー　蜷問い合わせ…県断酒連合会
事務局（蕁薨０７４３―５６―８１４
９）へ。
●自然観察と野草を食べる会
とき…４月10日豸午前９時奈良ユー

スホステル前集合、午後２時黒髪山キ
ャンプフィールドで解散。雨天中止
蜷定員…100人　蜷講師…大阪産業大学
人間環境学部講師の谷幸三さん　蜷参
加料…大人1,000円。小学生500円　蜷
締め切り…３月31日　蜷問い合わせ…
県ユースホステル協会奈良市支部（蕁
２２―０００４　月・火・金・土曜日
午後１時～５時）へ。
●国際ゾンタ・奈良ゾンタクラブ
チャリティーコンサート
とき…３月19日貍午後１時半　蜷と

ころ…県文化会館（登大路町） 蜷定
員…900人　蜷入場料…一般4,000円、
学生2,000円　蜷問い合わせ…同クラブ

の田中さん（蕁７０―３４２２）へ。
●奈良「いのちの電話」相談員養成講座
開始…４月から　蜷問い合わせ…奈

良「いのちの電話」協会（蕁３５―０
５００）へ。
●みんなで遊べる「あそびの城」
とき…３月５日貍午後１時半～３時半

蜷ところ…グリーンホール（中登美ヶ丘
三丁目） 蜷内容…フライングディスク
など　蜷問い合わせ…県レクリエーショ
ン協会（蕁３３―１０４５）へ。
●子ども太鼓「秋篠」和太鼓民舞発表会
とき…３月26日貍午前11時～11時45

分　蜷ところ…平城西小学校（東登美
ヶ丘三丁目） 蜷内容…三宅島太鼓、
創作太鼓、沖縄エイサーなど　蜷問い
合わせ…奈良民舞の会の西田さん（蕁
０７７４―９３―１４２５）へ。
●はじめてのおとまりキャンプ
とき…３月26日貍～27日豸１泊２日

蜷定員…新小学１～３年生40人　蜷内
容…野外自炊、キャンプファイヤー、
クラフトなど　蜷参加料…4,000円　蜷
締め切り…３月13日必着　蜷問い合わ
せ…平城児童センター（蕁３４―２７
１６・http://www.jidoucenter.com/）へ。
同センターの企画・運営ボランティア
スタッフ（高校生以上）も募集。
●中国語・中国文化講座
4～9月開催分　中国語講座…入門、

初・中級講座。テキスト代など29,000
円　蜷中国文化講座…漢文・漢詩講座。
テキスト代など18,000円　蜷二胡講座
…テキスト代など20,000円　　蜷中国
画講座…テキスト代など17,000円　蜷
太極拳講座…テキスト代など月4,000円
蜷問い合わせ…奈良日中友好学院（蕁
３４―９２９２）へ。

東西南北
国・県、その他団体などの情報

日
本
の
伝
統
文
化
の
発
祥
と
被
差
別
史
を
た
ど

り
な
が
ら
、
現
実
に
あ
る
人
権
問
題
の
理
解
を
深

め
、
人
権
文
化
の
裾
野
を
広
げ
て
も
ら
お
う
と
開

き
ま
す
。

【
と
き
】
３
月
13
日
豸
午
前
10
時

【
と
こ
ろ
】
学
園
前
ホ
ー
ル
（
学
園
南
三
丁
目
）

【
内
容
】

か
が
や
き
講
演
会
　
時
間
…
午
前
10
時
〜
正
午

▼
講
師
・
演
題
…
県
同
和
問
題
関
係
資
料
セ
ン
タ

ー
所
長
の
吉
田
栄
治
郎
さ
ん
・
日
本
文
化
の
伝
統

と
人
権
問
題

人
権
歴
史
散
策
　
時
間
…
午
後
１
時
〜
４
時

▼
コ
ー
ス
…
北
山
コ
ー
ス
（
奈
良
豆
比
古
神
社
〜

般
若
寺
〜
北
山
十
八
間
戸
〜
八
木
一
男
顕
彰
碑
〜

辛
国
神
社
〜
手
向
山
八
幡
神
社
〜
春
日
神
社
）、

中
央
コ
ー
ス
（
松
井
庄
五
郎
頌
徳
碑
〜
林
神
社
〜

興
福
寺
南
大
門
跡
〜
植
桜
楓
之
碑
〜
菩
提
院
大
御

堂
〜
影
向
の
松
〜
天
神
社
）。
貸
切

バ
ス
使
用

【
定
員
】
300
人

【
申
し
込
み
】

は
が
き
に
歴
史
散
策
の
希
望
コ
ー

ス
、
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
３
月
10
日
必

着
で
同
事
務
局
（
〒
630-

8106
佐
保
台

西
町
一
一
四
―
三
・
市
人
権
啓
発
セ

ン
タ
ー
内
　
蕁
七
二
―
〇
二
二
一
）

へ
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
薨
七
二
―
一

三
三
一
）
も
可
。
弁
当
（
800
円
）
希

望
者
は
そ
の
旨
を
明
記
。
多
い
場
合

は
抽
選
。
来
場
は
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

か
が
や
き
講
演
会
・
人
権
歴
史
散
策
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健 康

予
防
接
種

◎
個
別
方
式
で
行
い
ま
す

123456789101112

受
け
方
…
通
知
書
を
持
っ
て
、
取
扱
医

療
機
関
で
接
種
日
を
予
約
し
、
予
診
票
を

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
（
日
曜
日
、
祝
日
、

各
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く
）。「
予
防

接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
を
読
み
、
通
知

書
、
予
診
票
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て

受
け
て
く
だ
さ
い
。
通
知
書
が
な
い
と
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
転
入
や
他
の
事
情
で
通

知
書
が
な
い
人
は
、
市
役
所
衛
生
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ポ
リ
オ
予
防
接
種
（
集
団
方
式
）

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
、
６
週
間
以
上
の

間
隔
を
お
い
て
２
回
服
用
し
ま
す
。
次
回

は
秋
に
実
施
し
ま
す
。

12345【
と
こ
ろ
】
総
合
医
療
検
査
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
生
後
３
か
月
以
上
90
か
月
（
７

歳
６
か
月
）
未
満
で
、
２
回
服
用
し
て
い

な
い
子
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
済
み
の
子

【
受
け
ら
れ
な
い
子
】
漓
服
用
前
の
体
温

が
37
・
５
度
以
上
の
子
滷
重
篤
な
急
性
疾

患
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
子

澆
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
る
成
分

で
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
（
服
用
後
約
30

分
以
内
に
お
こ
る
ひ
ど
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
）
を
お
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
潺
２
〜

３
日
前
か
ら
下
痢
を
し
て
い
る
子
潸
麻
し

ん
（
は
し
か
）、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
風
し
ん
、
お

た
ふ
く
か
ぜ
、
み
ず
ぼ
う
そ
う
の
予
防
接

種
を
受
け
て
か
ら
４
週
間
、
そ
の
他
の
予

防
接
種
を
受
け
て
か
ら
１
週
間
た
っ
て
い

な
い
子
澁
Ｂ
型
肝
炎
（
Ｈ
Ｂ
）
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
受
け
た
子
は
、
３
回
完
了
後
１

週
間
あ
け
て
く
だ
さ
い
澀
麻
し
ん
、
風
し

ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
み
ず
ぼ
う
そ
う
、

リ
ン
ゴ
病
、
手
足
口
病
の
病
気
が
治
っ
て

か
ら
４
週
間
た
っ
て
い
な
い
子
。
ま
た
家

族
等
の
だ
れ
か
が
上
記
の
病
気
に
か
か
っ

て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
潜
伏
期
間

を
あ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
潯
突
発
性
発

し
ん
が
治
っ
て
か
ら
２
週
間
た
っ
て
い
な

い
子
潛
そ
の
他
医
師
が
接
種
を
す
る
こ
と

を
不
適
当
と
認
め
た
子

【
必
要
な
も
の
】
母
子
健
康
手
帳

【
そ
の
他
】
会
場
で
全
員
検
温
を
し
、
予

診
票
を
記
入
し
ま
す
。
健
康
状
態
の
よ
く

わ
か
る
人
が
一
緒
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
役
所
衛
生
課
へ
。

歯
の
フ
ッ
化
物
塗
布
が
変
わ
り
ま
す

む
し
歯
予
防
の
た
め
、
満
３
〜
４
歳
児

を
対
象
に
実
施
し
て
い
た
フ
ッ
化
物
塗
布

は
、
４
月
か
ら
２
歳
８
か
月
児
を
対
象
に

毎
月
第
３
金
曜
日
に
行
い
ま
す
。

と
き
…
４
月
15
日
貊
午
前
９
時
半
〜
11

時
半
　
▼
と
こ
ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼

対
象
…
平
成
14
年
８
月
生
ま
れ
の
子
　
▼

申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
フ
ッ
化
物
塗

布
、
住
所
、
世
帯
主
名
、
電
話
番
号
、
幼

児
名
・
生
年
月
日
を
書
い
て
、
３
月
22
日

ま
で
に
市
役
所
健
康
増
進
課
へ

な
お
、
日
程
の
都
合
な
ど
で
対
象
月
に

塗
布
で
き
な
い
場
合
で
も
、
３
歳
の
誕
生

日
ま
で
は
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
対
象

児
の
生
年
月
は
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す

が
、
平
成
13
年
10
月
〜
14
年
７
月
生
ま
れ

の
子
も
６
月
以
降
に
順
次
対
象
と
な
る
の

で
、
対
象
月
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

す
く
す
く
相
談

と
き
…
３
月
25
日
貊
午
後
１
時
半
〜
４

時
。
一
人
30
分
程
度
　
▼
と
こ
ろ
…
保
健

【持ち物】問診票、母子健康
手帳。問診票は３月中旬に送
付しますが、３月１日以降の
転入者などで届かない人は当
日直接会場へ（４か月児健診
は市役所健康増進課へ連絡）
【問い合わせ】市役所健康増
進課へ。

健診名 対　象 内　　容

平成16年12月
生まれの子4か月児健診

問診、身体計測、内科診察（料
金は無料）

平成16年８月
生まれの子乳児健康相談

身体計測、運動発達の観察、育
児相談、栄養相談、「ふれあい
を絵本から」の話

平成15年８月
生まれの子

1歳7か月児
健診

身体計測、内科診察、歯科健診、
歯科相談、栄養相談、育児相談

平成13年９月
生まれの子

と　　き

満４か月になった日から１か
月以内に受診してください

４月６日・８日・13日・15日・
20日・27日の水・金曜日
受付は午前９時半～10時半

４月７日・14日・21日・28日
の木曜日
受付は午後１時15分～２時15分

４月５日・12日・19日・26日
の火曜日
受付は午後１時15分～２時15分

3歳6か月児
健診

視聴覚問診、身体計測、検尿、
歯科健診、内科診察、歯科相談、
栄養相談、育児相談

ところ

市内指定
医療機関

保健
センター

乳幼児の
健診・相談

各
種
予
防
接
種

接種名

百日せき・ジフテ
リア・破傷風
（三種混合）

麻しん（はしか）
風しん

対　　象

今月通知する子

平成16年11月
生まれの子 以前に通知し

た子で接種を
終えていない
７歳６か月未
満の子平成16年３月

生まれの子

＊麻しんの望ましい接種年齢は
生後12～15か月です

す
く
す
く
相
談

歯
の
フ
ッ
化
物
塗
布
が

変
わ
り
ま
す

と
き
（
時
間
は
午
後
2
時
〜
2
時
45
分
）

4月

５
日
貂
〜
８
日
貊
、
12
日
貂
〜
15
日
貊

19
日
貂
、
26
日
貂

5月

６
日
貊
、
10
日
貂
〜
13
日
貊
、
24
日
貂

市役所（二条大路南一丁目1―1 蕁34―1111）
市保健所保健予防課（西木辻町200―46 蕁23―6173）
保健センター（二条大路南一丁目1―30 蕁34―1111）
奈良診療所（二条大路南一丁目1―28 蕁34―1111）
総合医療検査センター（柏木町519―5 蕁33―7876）
市立奈良病院（東紀寺町一丁目50―1 蕁24―1251）
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健 康

セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…
心
理
相
談
員
に
よ

る
子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
相
談
　
▼
対

象
…
１
歳
〜
就
学
前
の
幼
児
が
い
る
保
護

者
　
▼
持
ち
物
…
母
子
健
康
手
帳
　
▼
申

し
込
み
…
電
話
で
市
役
所
健
康
増
進
課

へ
。
時
間
は
申
し
込
み
時
に
連
絡
。

母
親
教
室

12345

時
間
…
午
前
９
時
半
〜
正
午
　
▼
と
こ

ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
対
象
…
原
則
と

し
て
両
日
受
講
で
き
る
初
妊
婦
（
妊
娠
16

週
以
降
）
と
家
族
（
夫
・
祖
父
母
な
ど
）

▼
持
ち
物
…
母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル
な

ど
　
▼
テ
キ
ス
ト
代
…
525
円
　
▼
申
し
込

み
…
電
話
で
４
月
１
日
ま
で
に
市
役
所
健

康
増
進
課
へ
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
薨
三
四

―
三
一
四
五
）
も
可
（
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
出
産
予
定
日
・
同
伴
者

の
続
柄
と
人
数
を
記
入
）。

成
人
歯
科
健
康
相
談

と
き
…
３
月
17
日
貅
午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…

歯
科
医
師
に
よ
る
相
談
。
歯
科
医
師
の
紹

介
は
無
し
　
▼
対
象
…
成
人
　
▼
申
し
込

み
…
電
話
で
市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。

知
っ
て
得
す
る
健
康
講
座

「
食
品
表
示
編
」

食
品
の
表
示
の
正
し
い
見
方
、
使
い
方

と
き
…
３
月
24
日
貅
午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
定
員
…

50
人
　
▼
申
し
込
み
…
は
が
き
に
講
座

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

書
い
て
、
３
月
17
日
ま
で
に
市
役
所
健
康

増
進
課
へ
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
薨
三
四
―

三
一
四
五
）
も
可
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

か
ら
だ
の
悩
み
よ
ろ
ず
相
談

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
成
人
健
康
相
談

と
き
…
３
月
16
日
貉
午
後
１
時
半
〜
４

時
　
▼
と
こ
ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
対

象
…
成
人
　
▼
内
容
…
医
師
に
よ
る
個
別

相
談
。
希
望
者
に
健
康
手
帳
を
配
布
　
▼
申

し
込
み
…
電
話
で
市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。

健
康
講
座
「
新
し
い
痛
み
の
治
療
」

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
は
　
と
き
…
３

月
30
日
貉
午
後
２
時
〜
３
時
25
分
　
▼
と

こ
ろ
…
総
合
医
療
検
査
セ
ン
タ
ー
　
▼
講
師

…
麻
酔
科
医
の
河
田
圭
司
さ
ん
　
▼
申
し
込

み
…
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ
　
▼
問
い
合

わ
せ
…
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
手
話
通
訳
あ
り
。

花
粉
症

玄
関
口
で
の
服
た
た
き
、
洗
顔
・
う
が

い
の
励
行
、マ
ス
ク
・
メ
ガ
ネ
の
着
用
で
、

発
症
や
重
症
化
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、花
粉
症
の
症
状
が
出
た
と
思
っ
た
ら
、

早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
保
健
所
保
健
総
務
課

（
蕁
二
三
―
六
一
七
一
）
へ
。
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.m
hlw
.go.jp

）

に
も
詳
細
を
掲
載
。

●胃がん検診
対象…35歳以上の人。妊婦、勤務先な

どで同様の検診を受診した人は除く　蜷
料金…35～69歳は1,000円。70歳以上と
生活保護、市民税非課税世帯の人は無料
（申し込み時に申し出を） 受診間隔…
年１回　蜷申し込み…電話で３月18日ま
でに市役所健康増進課へ　蜷その他…検
診の結果、精密検査の必要な人は、すみ
やかに受診願います。現在治療中の人、
過去に手術を受けた人や精密検査を受け
た人は、主治医に相談してください。

4月　　受付時間は午前9時半～10時半
1
2
38
9

各種がん検診

とき
15貊

定員
40人

60人

40人

と こ ろ
登美ヶ丘南公民館

18豺 西奈良県民センター

19貂 古市児童館

20貉 西大寺南区画整理事務所

21貅 右京小学校

22貊 済美南小学校

25豺 休日夜間応急診療所

26貂 みかさ人権文化センター

成
人
歯
科
健
康
相
談

知
っ
て
得
す
る
健
康
講
座

「
食
品
表
示
編
」

健
康
講
座

「
新
し
い
痛
み
の
治
療
」

か
ら
だ
の
悩
み
よ
ろ
ず
相
談

今
年
は

万
全
の
花
粉
症
対
策
を

母
親
教
室

脳
梗
塞
は
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
て
血
液

が
流
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
手
足
が
動
か
な

く
な
っ
た
り
、
し
ゃ
べ
り
に
く
く
な
る
病
気

で
す
。

手
足
の
症
状
は
、
普
通
ど
ち
ら
か
片
方
に

起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
力
は
あ
る
の
に
、
ふ

ら
つ
い
て
ま
っ
す
ぐ
歩
け
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
急
に
言
葉
が
出
な
く
な
っ
た
り
、

他
の
人
の
話
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
く

な
る
失
語
症
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
夜
間
や
安
静
時
に

生
じ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
昼
間
の
活

動
時
に
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

脳
梗
塞
が
大
き
い
場
合
、
呼
ん
で
も
返
事
も

せ
ず
目
も
開
か
な
い
意
識
障
害
を
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
、
命
に
関
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

脳
梗
塞
は
、
脳
出
血
と
と
も
に
後
遺
症
の

残
る
こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。
そ
の
た
め
、

予
防
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど
の
病

気
が
あ
る
人
は
、
日
頃
か
ら
治
療
を
怠
ら
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
心
臓
病
の
あ

る
人
も
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
薬
を
服
用

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
禁
煙
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
高

齢
者
で
は
、
体
の
水
分
が
不
足
す
る
脱
水
に

よ
っ
て
、
脳
の
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
十
分
に
水
分
を
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

奈
良
県
医
師
会

脳
梗
塞
の
予
防

健

康

と
き

４/９
貍

内
　
容

沐
浴
実
習
と
講
義
（
対
象：
妊
婦
と
家
族
）

＊
エ
プ
ロ
ン
を
持
参

４/14
貅

歯
科
・
栄
養
講
義
（
対
象：

妊
婦
）

＊
歯
ブ
ラ
シ
、
手
鏡
を
持
参
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健 康

市
立
伏
見
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
三
千
六
十
円
　
▼
奈
良

県
自
動
車
販
売
店
協
会
　
二
十
万
八
千
二
百
五
十
円
　
▼

西
部
公
民
館
自
主
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
　
十
万
円
　
▼
関
西

芸
術
文
化
振
興
協
会
　
五
千
五
十
円
　
▼
平
城
京
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
　
五
十
万
円
　
▼
篠
原
浩
（
古
市
町
）
ベ
ッ

ド
　
▼
谷
村
光
洋
（
北
之
庄
町
）
お
も
ち
ゃ
百
個
　
▼
Ｊ

Ａ
奈
良
県
奈
良
市
統
括
柏
木
支
店
　
四
千
四
百
四
十
五
円

▼
奈
良
自
動
車
学
校
卒
業
生
一
同
　
十
万
円
　
▼
増
田
才

英
（
若
葉
台
四
丁
目
）
一
万
円
　
▼
吉
岡
耕
藏
（
山
陵
町
）

五
千
円
　
▼
鍵
田
富
子
（
雑
司
町
）
一
万
三
百
三
十
六
円

▼
な
ら
山
万
年
青
年
ク
ラ
ブ
　
一
万
円
　
▼
海
下
玉
枝

（
宝
来
二
丁
目
）
十
万
円
　
▼
都
跡
地
区
万
年
青
年
ク
ラ

ブ
連
合
会
　
三
万
円
　
▼
譁
シ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

四
十
万
円
　
▼
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地
大
和
会
　
四
万
円

▼
市
立
都
南
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
衣
類
・
日
用
品
等
　
▼
廣

田
久
義
（
山
陵
町
）
一
万
円
　
▼
三
寿
会
　
五
千
八
十
五

円
　
▼
飛
鳥
地
区
自
治
連
合
会
・
飛
鳥
地
区
婦
人
会
　
九

万
円
　
▼
奈
良
仏
教
徒
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
有
志
一
同
　
二

十
万
円
　
▼
山
家
誠
司
（
中
山
町
）
二
十
九
万
四
千
二
百

円指
定
寄
付

大
同
生
命
社
会
貢
献
の
会
　
二
十
万
円
　
▼
あ
や
め
池

公
民
館
主
催
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
　
三
万

九
千
百
五
十
七
円
　
▼
清
水
巖
（
朱
雀
五
丁
目
）
三
十
万

円
　
▼
平
城
地
区
万
年
青
年
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
三
十
七
万

六
千
七
百
九
十
七
円
　
▼
あ
や
め
池
地
区
婦
人
会
　
四
万

円
　
▼
東
市
地
区
万
年
青
年
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
十
八
万
六

千
八
百
三
十
三
円
　
▼
あ
や
め
池
地
区
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
　
一
万
六
千
九
百
六
十
三
円
　
▼
譁
シ
ー
ド

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
十
万
円
　
▼
飛
鳥
地
区
自
治
連
合

会
・
飛
鳥
地
区
婦
人
会
　
一
万
円
　
▼
椿
井
地
区
自
治
連

合
会
　
三
万
円
　
▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
奈
良
第
二
団
　
三

万
五
千
円
　
▼
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奈
良
県
第
三
十
二
団

一
万
円

12
月
分

（
敬
称
略
）

結
核
の
撲
滅
を
め
ざ
し
、
昭
和
26
年

に
制
定
さ
れ
た
「
結
核
予
防
法
」。

制
定
か
ら
半
世
紀
を
経
過
し
、
結
核

を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
あ
わ
せ
、

4
月
か
ら
予
防
接
種
や
健
康
診
断
の
方

法
等
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

重
点
的
な
健
康
診
断
を
実
施

改
正
法
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
発
病

し
や
す
い
人
、
教
員
・
医
療
従
事
者
な

ど
二
次
感
染
を
起
こ
し
や
す
い
人
に
対

し
て
、
重
点
的
な
健
康
診
断
を
実
施
す

る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
高
齢
者
の
多
く
が
、
戦
前
・

戦
中
の
結
核
流
行
期
に
結
核
菌
に
感
染

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢

や
様
々
な
病
気
に
よ
り
免
疫
力
が
低
下

し
た
た
め
、結
核
菌
が
活
動
を
は
じ
め
、

発
病
す
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
奈
良
市
で
は
113
人
が
発
病

し
、
そ
の
６
割
以
上
の
人
が
60
歳
以
上

で
す
。
高
齢
者
は
発
病
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
記
憶
に
と
め
、
年
１
回
は

胸
部
Ｘ
線
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

乳
幼
児
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

を
廃
止

こ
れ
ま
で
、
生
後
３
か
月
以
上
48
か

月
未
満
の
乳
幼
児
を
対
象
に
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
検
査
を
行
い
、
陰
性
の
場
合

は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
乳
幼
児
は
結
核
に
対
す
る

抵
抗
力
を
母
親
か
ら
も
ら
う
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
抵
抗
力
の
な
い
乳
幼
児

が
感
染
す
る
と
、
重
症
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
早
期
に
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種
を
す
る
こ
と
で
、
重
症
結
核
を

予
防
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
４
月
か
ら
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
検
査
を
廃
止
し
、
生
後
３
か
月
以

上
６
か
月
未
満
の
乳
児
に
、
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
検
査
を
行
わ
ず
直
接
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接
種
を
行
い
ま
す
。
４
月
以
降
の
日
程

は
随
時
掲
載
し
ま
す
が
、
４
月
中
旬
か

ら
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

12345678910

Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
（
ド
ッ
ツ
）

療
法
の
実
施

こ
れ
は
、
結
核
患
者
が
き
ち
ん
と
薬

を
飲
む
の
を
目
の
前
で
確
認
し
、
服
薬

を
支
援
す
る
治
療
方
法
で
、
世
界
中
で

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

結
核
は
、
薬
を
毎
日
確
実
に
服
用
す

れ
ば
治
り
ま
す
が
、
不
規
則
な
服
用
を

続
け
る
と
薬
の
効
き
に
く
い
結
核
と
な

り
、
治
療
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

市
で
も
、
結
核
治
療
が
100
％
成
功
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
、
平
成
15
年
度
か
ら

Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
に
よ
る
服
薬
支
援
の
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

改
正
法
で
は
、「
国
民
の
果
た
す
べ

き
役
割
」
と
し
て
、
結
核
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
持
ち
、
結
核
の
予
防
や
有

症
状
時
の
早
期
受
診
、
患
者
へ
の
人
権

尊
重
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。

結
核
は
、
決
し
て
過
去
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。日
頃
か
ら
予
防
に
努
め
、

せ
き
・
た
ん
等
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
早

期
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
保
健
所
保
健
予
防

課
（
蕁
二
三
―
六
一
七
三
）、
市
役
所

衛
生
課
（
蕁
三
四
―
四
七
三
二
）
へ
。

▼
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
（
ド
ッ
ツ
）
の
実
施

▼
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を

廃
止
、
直
接
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
接
種

▼
高
齢
者
等
へ
の
重
点
的
な

健
康
診
断
の
実
施

生後3か月～48か月未満で未接種の
乳幼児は、次の日程で受けてください

【受付】午後２時～２時45分
【必要なもの】母子健康手帳

ツ反応
検　査

判定・
BCG 実施場所

３/２貉
保健センター

総合医療検査
センター

３/４貊

３/７豺 ３/９貉

３/15貂 ３/17貅

結
核
住
民
検
診
　
と
き
…
３
月
19
日
貍

午
前
９
時
半
〜
10
時
半
　
▼
と
こ
ろ
…
総

合
医
療
検
査
セ
ン
タ
ー
　
▼
対
象
…
15
歳

以
上
。
中
・
高
校
生
、
妊
婦
、
事
業
所
で

受
診
す
る
人
は
除
く
　
▼
内
容
…
胸
部
エ

ッ
ク
ス
線
検
査
　
▼
申
し
込
み
…
前
日
ま

で
に
電
話
で
市
保
健
所
保
健
予
防
課
へ
。

結
核
予
防
法
が
改
正

4
月
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
な
ど
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す
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狂犬病予防集合注射を次の日程で行います。生後91
日以上の犬は、４～６月で１年に１回注射が必要です。
犬の首輪、口輪をしっかりと付け、犬に慣れた人が連
れてきてください。犬の状態により、注射できない場
合もあります。会場で注射できない場合や、期間中に
受けられない時は動物病院で注射を受けてください。
また、注射会場では犬の登録も行っています。犬の
生涯に一度は必要なので、必ず登録してください。登
録は、市保健所や各出張所・連絡所で行っています。

【料　金】集団注射は3,200円、登録は3,000円
【持ち物】登録している人は３枚綴りの狂犬病予防注
射通知はがき、未登録の人は住所・氏名・電話番号・
犬の種類・生年月日を書いたメモ用紙
【問い合わせ】市保健所生活衛生課（蕁２３―６１７
２）へ。

鼓阪人権文化センター（川上町）

9:30～ 9:40
10:00～10:15

４/13貉

10:30～10:50

中ノ川バス停留所前（中ノ川町）

11:05～11:25

北村バス停留所前（北村町）

11:40～12:00

興東公民館東里分館（須川町）

13:00～13:30

県農協奈良東里支店狭川出張所（西狭川町）

13:45～13:55

南明寺境内（阪原町）

14:10～14:20 大慈仙町公民館（大慈仙町）
忍辱山町集会所（忍辱山町）
興東公民館（大柳生町）

10:30～11:20
11:40～12:10４/８貊
13:30～14:30
15:00～16:00

県青少年会館（半田開町）

9:30～10:00 なら100年会館北側駐輪場（三条宮前町）

と　　こ　　ろ

9:30～10:30 南部公民館（山町）
11:00～11:30 精華連絡所（高樋町）

４/12貂
13:00～14:10 東市連絡所（古市町）
14:40～15:40 十津川村役場奈良出張所（紀寺町）

9:00～ 9:30
４/11豺 10:30～12:00

14:00～15:30

横井人権文化センター（横井一丁目）
西奈良県民センター（登美ケ丘二丁目）
二名公民館（二名中学校前）

ならまちセンター玄関前（東寺林町）
春日公民館大安寺分館（大安寺四丁目）

４/７貅

9:30～10:30 富雄南公民館（中町）
11:00～11:40 丸山第二号街区公園（丸山一丁目）

帝塚山中町第一号街区公園（帝塚山中町）
14:30～15:30 鳥見第六号街区公園（富雄公民館前）
13:00～14:00

とき…５月～来年３月の毎月１回。東老春の家は第
３金曜日、西老春の家は第２金曜日。いずれも午前の
部は10時～正午、午後の部は午後１時半～３時半　蜷
対象…60歳以上の人　蜷受講料…年間1,000円　蜷申し
込み…往復はがきに住所、氏名（ふりがな）、年齢、性
別、電話番号、希望の時間帯を書いて、希望の施設へ
蜷問い合わせ…東老春の家（〒630-8113法蓮町１７０２
―１　蕁２４―３１５１）、西老春の家（〒631-0024百
楽園一丁目９―１３　蕁４１―３１５１）へ。

健康増進と
生きがいづくりをめざして

と　　　き と　　　き と　　こ　　ろ

４/14貅

9:30～10:15 田原公民館（茗荷町）
10:30～10:50 田原公民館水間分館（水間町）
11:20～12:00 柳生公民館（柳生町）
13:00～13:10 尾羽根バス停留所前（大保町）
13:25～13:35 大保バス停留所前（大保町）
13:50～14:05 丹生町バス停留所前（丹生町）
14:25～14:35 県農協柳生支店柳生邑地出張所（邑地町）

４/18豺
13:30～14:30

9:30～10:30
11:00～12:00

15:00～16:00

辰市人権文化センター（杏町）
明治連絡所（北永井町）４/25豺 11:00～12:00

9:30～10:30

13:30～15:30 市保健所（西木辻町）

9:30～10:40 平城公民館（秋篠町）
11:10～12:10 なかやま会館（中山町）
13:40～14:40 学園朝日町・学園朝日元町公民館（学園朝日町）

４/19貂

15:00～16:00 伏見公民館あやめ池分館（あやめ池南一丁目）

伏見連絡所（西大寺芝町一丁目）

佐保台集会所（佐保台二丁目）
青山七丁目児童公園（青山七丁目）
みささぎ会館（山陵町）

七条西町記念集会所（七条西町一丁目）
西部公民館学園大和分館（学園大和町一丁目）

京西公民館（六条西一丁目）
京西公民館平松分館（平松一丁目）

9:30～11:00
11:30～12:00

４/20貉
13:30～15:00
15:30～16:30

奈良診療所前（市役所西隣）
都跡連絡所（四条大路五丁目）

北部会館（右京一丁目）
平城東公民館（朱雀六丁目）

9:30～10:30
11:00～12:00

４/21貅
13:30～14:30
15:00～16:00
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◆土地価格等縦覧帳簿
家屋価格等縦覧帳簿の縦覧
納付すべき平成17年度の固定資産税に係る土地や家
屋の価格（評価額）を比較するため、期間中のみ土地
価格等縦覧帳簿・家屋価格等縦覧帳簿を縦覧できま
す。縦覧の際は印鑑（認め印）を持参してください。

〈土地価格等縦覧帳簿〉
奈良市内の土地の表示や価格を記載した帳簿
〈家屋価格等縦覧帳簿〉
奈良市内の家屋の表示や価格を記載した帳簿

【縦覧期間】４月１日貊～５月２日豺午前９時～午後
５時（土・日曜日及び祝日を除く）
【縦覧場所】市役所資産税課
【縦覧できる人】奈良市内に所在する土地、家屋に係
る固定資産税の納税者本人と同居の親族、代理人（委
任状または同意書が必要）
＊土地を所有する人は土地のみ、家屋を所有する人は
家屋のみ縦覧できます。

◆固定資産課税台帳の閲覧
固定資産課税台帳は、いつでも閲覧できます（閲覧
手数料は1回300円。縦覧期間中は無料）。閲覧には印
鑑（認め印）が必要です。

【閲覧場所】市役所資産税課
【閲覧できる人】所有者本人と同居の親族、代理人
（委任状または同意書が必要）、借地人・借家人（有料
で土地、家屋を借りている人）、破産管財人等（資格
を証明する書面が必要）
＊借地人はその土地、借家人はその家屋と敷地である土
地の閲覧ができます（権利関係を示す書類が必要。閲
覧は、使用または収益の対象となる部分に限る）。

【問い合わせ】市役所資産税課へ。

固定資産の価格（評価額）について、固定資産課税台帳に
価格等を登録した旨の公示の日から、納税通知書の交付を
受けた日後60日までの間に、固定資産評価審査委員会へ
審査の申出をすることができます。

これまでも、市では平成13年に発生した大阪教育大学附
属池田小学校での事件以後、毎月８日を「安全確認の日」
として、子どもたちの安全確保に取り組んできました。
しかし、昨年11月17日に市内小学校で女児誘拐殺害事件
が発生し、尊い命が失われました。この痛ましい事件を風
化させず、同じような惨事が二度と起こらないよう、これ
まで以上に登下校の安全確保と通学路の安全確認に取り組
まなければなりません。
そこで、毎月17日を「子ども安全の日」と定め、学校・
家庭・地域・行政が一体となり、子どもの安全確保に努め
ます。市民のみなさんの協力をお願いします。

【問い合わせ】市役所学校教育課へ。

◎学校・家庭・地域が一体となり、子ども安全パトロール
や見守り声かけ運動などに取り組みます。

◎安全推進アピールやリーフレット「まもろう！子どもた
ちを！」を活用し、安全指導や様々な場面を想定した訓
練を行います。

◎学校・家庭で、命の尊さ・危険から自らを守ることの大
切さを教え、話し合うなどの取り組みを行います。

◎通学路安全マップ利用等で、通学路の安全点検と危険箇
所等の把握をし、必要に応じた安全対策を行います。

◎学校・家庭・地域で情報を共有化し、「子ども安全の家」
等との連携を深め、拡大をめざします。

◎学校園危機管理マニュアルに基づき、子どもたちの日常
や緊急時の安全対策等について、再点検を徹底します。

※これら以外にも、各学校園・地域の実情に応じた安全対策を行います。また、「安全確認の日」に行ってきた
取り組みは、「子ども安全の日」に実施します。

「子ども安全の日」では、このような取り組みを行います
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一
月
二
十
六
日
の「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

を
中
心
に
、
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。こ
の
期
間
に
あ
わ
せ
、

一
月
二
十
四
日
に
市
消
防
局
と
法
華
寺
の

合
同
消
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
は
、
法
華
寺
本
堂
か
ら
出
火
し
た

と
の
想
定
で
、
法
華
寺
自
衛
消
防
隊
が
初

期
消
火
や
所
蔵
品
の
搬
出
、
続
い
て
消
防

署
が
放
水
訓
練
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

運
動
期
間
中
は
、
霊
山
寺
や
奈
良
国
立

博
物
館
で
も
合
同
訓
練
を
行
っ
た
ほ
か
、

二
十
三
日
に
は
元
興
寺
で
文
化
財
防
火
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
、
火
災
予
防
へ
の
意

識
を
高
め
ま
し
た
。

文
化
財
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
に

消
防
合
同
訓
練

日
頃
の
学
習
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

た
め
、
市
立
中
学
校
十
九
校
が
参
加
し
た

合
同
音
楽
会
を
、
一
月
二
十
一
日
・
二
十

二
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
県
文
化
会
館
で

開
き
ま
し
た
。

第
一
部
と
な
る
二
十
一
日
は
六
校
が
合

唱
を
披
露
、「
君
を
の
せ
て
」「
真
夏
の
果

実
」
な
ど
の
合
唱
曲
を
力
い
っ
ぱ
い
歌
い

ま
し
た
。
ま
た
、
第
二
部
と
な
る
二
十
二

日
は
、
十
六
校
に
よ
る
合
唱
や
ギ
タ
ー
・

マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
、
吹
奏
楽
が
あ
り
、
生

徒
の
み
な
さ
ん
は
練
習
し
た
成
果
を
頑
張

っ
て
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
奏
で
る

ハ
ー
モ
ニ
ー

中
学
校
合
同
音
楽
会登美ヶ丘北中学校のみなさんによる合唱

法華寺での合同訓練

奈
良
大
和
路
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と

し
て
、
一
月
二
十
三
日
か
ら
三
月
十
一
日

ま
で
毎
日
、
奈
良
公
園
飛
火
野
で
鹿
寄
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

鹿
寄
せ
は
、
明
治
二
十
五
年
の
鹿
園
竣

工
奉
告
祭
の
際
、
ラ
ッ
パ
を
使
っ
て
鹿
を

集
め
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
毎
朝
午
前
十
時
に
譛
奈
良

の
鹿
愛
護
会
の
み
な
さ
ん
が
フ
レ
ン
チ
ホ

ル
ン
で
鹿
を
呼
び
寄
せ
て
い
ま
す
。
ホ
ル

ン
の
音
色
を
聞
き
つ
け
、
一
目
散
に
駆
け

つ
け
て
き
た
愛
ら
し
い
鹿
の
姿
が
、
訪
れ

た
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

飛
火
野
に
響
く

ホ
ル
ン
の
音

鹿
寄
せ

み
ん
な
で

楽
し
く
子
育
て

す
く
す
く
く
ら
ぶ笑顔いっぱい！親子でふれあい体操

冬の奈良の風物詩として定着しました

公
民
館
で
は
、
各
地
域
で
生
涯
学
習
に

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
各
種
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
地

域
の
子
育
て
を
支
援
し
よ
う
と
、
親
子
で

参
加
で
き
る
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
で
は
、
一
月
二
十
七
日
か

ら
四
回
講
座
で
「
す
く
す
く
く
ら
ぶ
」
を

開
催
。
二
・
三
歳
児
と
保
護
者
が
、
お
も

ち
ゃ
・
絵
本
・
体
操
な
ど
を
通
し
て
、
ふ

れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
世

代
の
子
ど
も
を
持
つ
親
同
士
で
、
子
育
て

に
関
す
る
情
報
を
交
換
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
他
館
で
も
子
育
て
に
関
す
る
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
（
募
集
は
随
時
掲
載
）。
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奈良市のホームページ　http://www.city.nara.nara.jp に奈良しみんだよりを掲載しています。

奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

奈良は、世界遺産に登録された文化財や豊かな自
然を有する国際文化観光都市です。これから、春の
観光シーズンを迎え、たくさんの観光客が訪れます。
また、月ヶ瀬村・都祁村との合併による、新生「奈
良市」の誕生も目前に控えています。
しかし、空き地や道路・河川などに、家具・電化
製品、スーパーやコンビニエンスストアの袋に入っ
た弁当がら・空き缶・ペットボトルなどの不法投棄
が見られます。また、最近はタイヤや自転車の不法
投棄も目立ちます。
さらに、この時期は引っ越しにより出たゴミの不
法投棄もみられます。私たちのまちをいつまでも美
しく保つため、誰もが迷惑する不法投棄は絶対にせ
ず、ごみは決められた方法で処理してください。
なお、空き地・道路・河川などの所有者や管理者
は、不法投棄防止のためフェンスや注意看板の設置
を行うなど、不法投棄をされないようお願いします。

【連絡先】不法投棄のごみについては市環境清美第
二事務所（蕁７１―３００３）、不法投棄をしてい
る現場を見受けた場合や投棄者がわかった場合は奈
良警察署（蕁３３―０１１０）・奈良西警察署（蕁
４９―０１１０）、最寄りの交番、駐在所へ。

一時多量ごみはこのように処理を
引っ越しなどで発生する不用品や包装材など、一
時的に多量に出るごみの収集は行っていません。次
の方法で処理してください。
漓環境清美センターへの持ち込み
受付…月～金曜日午前９時～午後４時半　蜷料金
…100裴まで無料、超える分は10裴につき60円　蜷問
い合わせ…市環境清美工場（蕁７１―３０００）へ
滷市一般廃棄物収集運搬業者へ収集依頼（有料）
問い合わせ…市企画総務課（蕁７１―３００１）へ

ごみカレンダー・パンフレットを活用して
ごみ分別・減量を
ごみカレンダーは、一般家庭ごみ、再生資源の収
集日を記載しています。燃やせるごみの収集曜日別
に両面印刷していますので、地域にあわせて利用し
てください。
また、分別チラシ「ごみ・再生資源の分け方と出
し方」やパンフレット「ごみ事典」は、ごみや再生
資源の分別方法などを一覧にしたものです。これら
の冊子を参照し、ごみ減量・分別に協力願います。
【問い合わせ】市企画総務課（蕁７１―３００１）へ。

◆大型ごみ専用電話
申し込み…市環境清美第一事
務所（専用蕁７１―９０１１、
譁市清美公社収集区域を除く）
蜷受付…月～金曜日の午前８時
～午後３時。祝日に当たる日も
受付。休日明けや午前中は申し
込みが集中し、電話がつながり
にくくなることがあるため、曜日や時間帯をずらす
など協力を願います。
※学校等のプリント・ノート類等を整理して多量に
出す場合は、大型ごみで申し込んでください。

【問い合わせ】
市環境清美第一事務所（蕁７１―３０１２）へ。

3月の燃やせないごみ収集日
（譁市清美公社収集地域を除く）

◆燃やせるごみが火・金曜日の収集地域は、17日貅に燃
やせないごみを収集します。
◆燃やせるごみが月・木曜日の収集地域は、18日貊に燃
やせないごみを収集します。
※この日や「その他プラスチック」収集日は通常の倍の区域を収集す
るため、通常より収集に時間を要します。理解と協力をお願いします。

ごみの不法投棄は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に
違反しており、違反者はこの法律に基づき罰せられます。
「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」抜粋
第16条　何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない。
第25条　第16条の規定に違反して、廃棄物を捨てた者は、５
年以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金に処する。
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